
土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一

は
じ
め
に

　

土
左
日
記
が
、
和
文
散
文
の
最
初
の
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
、
大
方
は
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
土
左
日
記
よ
り
も
早
く
、
表
記
様

式
と
し
て
漢
字
の
み
を
用
い
て
い
て
も
、
古
事
記
が
変
体
漢
文
で
は
な
く
、
和
文
（
倭
文
）
の
文
章
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
あ
る
（
田

中
草
大
（
二
〇
一
六
）「
橋
本
進
吉
に
よ
る
「
変
体
漢
文
」
の
定
義
と
古
事
記
の
位
置
付
け
」『
日
本
語
学
論
集
』
一
二
、
参
照
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
初
期
の
和
文
の
文
章
に
も
、
そ
の
中
心
を
成
す
地
の
文
だ
け
で
は
な
く
、
引
用
さ
れ
る
歌
あ
る
い
は
会
話
文
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い

る
。
従
来
、
文
章
全
体
相
互
の
文
体
の
区
別
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
地
の
文
と
引
用
文
と
の
区
別
・
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
お
も
に
平
安
時
代
以
降
の
物
語
に
関
し
て
は
、
和
歌
や
物
語
の
引
用
法
（
い
わ
ゆ
る
本
歌
取
り
や
本
説
取
り
）
や
、
和
歌
と
地
の
文
と
の
連
接

法
（
い
わ
ゆ
る
歌
文
融
合
）
な
ど
に
関
す
る
議
論
は
見
ら
れ
な
く
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
引
用
全
般
の
問
題
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
土
左
日
記
に
お
け

る
引
用
を
取
り
上
げ
た
論
も
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

　

な
ぜ
、
あ
え
て
土
左
日
記
に
お
け
る
引
用
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
（
目
的
）
は
、
三
つ
あ
る
。

土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

半は
ん　

　

沢ざ
わ　

　

幹か
ん　

　

一
い
ち



二

　

第
一
に
、
和
文
散
文
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
実
際
に
、
和
文
散
文
が
引
用
文
抜
き
に
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
引
用
文
が
当
該
文
章
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
同
じ
日
本
語
と
は
い
え
、
地
の
文

と
、
引
用
文
で
あ
る
会
話
文
や
歌
と
は
、
位
相
・
文
体
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
和
文
成
立
当
初
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
一
つ
の
文
章
と
し
て
成

り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
伝
統
的
な
口
承
法
と
も
漢
文
の
表
現
法
と
も
異
な
っ
た
、
新
た
な
工
夫
が
求
め
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
土
左
日
記
は
、
そ
れ
を
探

る
手
が
か
り
と
し
て
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
古
典
作
品
に
お
け
る
引
用
文
の
表
現
上
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
引
用
は
一
般
に
、
描
写
表
現
に
お
け
る
具
体
化
、
説
明
表
現
に

お
け
る
要
約
化
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
。
文
学
作
品
に
お
い
て
は
と
く
に
前
者
に
重
点
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
古
典
作
品
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、

問
題
は
、
和
文
散
文
と
し
て
の
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
表
現
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
地
の
文
に
引
用
さ
れ
る
か
に

よ
っ
て
、
そ
の
効
果
の
あ
り
よ
う
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
土
左
日
記
と
い
う
作
品
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
土
左
日
記
は
日
記
本
来
の
実
用
性
を
越
え
た
内
容
・
表
現
か
ら
成
る
作
品
で
あ

る
が
、
そ
の
日
記
ら
し
か
ら
ぬ
特
徴
と
い
う
点
に
、
会
話
文
や
歌
の
数
多
く
の
引
用
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
実
用
日
記
と
し

て
、
そ
の
日
の
出
来
事
を
総
括
的
に
記
録
す
る
た
め
だ
け
な
ら
ば
、
い
ち
い
ち
の
具
体
的
な
会
話
や
歌
ま
で
を
引
用
す
る
に
は
及
ば
な
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
必
要
以
上
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
そ
れ
ら
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
何
ら
か
の
意
図
あ
る
い
は
理
由
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

以
上
に
も
と
づ
き
、
本
論
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
土
左
日
記
に
お
け
る
引
用
全
体
の
あ
り
よ
う
の
記
述
に
努
め
、
次
に
比
較
資
料
と
し
て
、
土
左
日
記
の
成

立
前
後
に
位
置
す
る
古
事
記
と
伊
勢
物
語
を
取
り
上
げ
る
。
対
象
と
す
る
引
用
文
は
、
会
話
文
と
歌
（
古
事
記
は
歌
謡
、
土
左
日
記
は
短
歌
と
俗
謡
、
伊
勢
物

語
は
短
歌
）
の
二
種
と
し
、
思
惟
内
容
を
示
す
心
話
文
や
慣
用
句
な
ど
の
引
用
は
除
外
す
る
。

　

引
用
文
の
整
理
に
あ
た
っ
て
、
土
左
日
記
に
関
し
て
は
、
作
品
全
体
に
お
け
る
引
用
文
の
出
現
状
況
を
中
心
と
し
、
そ
の
う
え
で
他
の
二
作
品
と
の
比
較
に

関
し
て
は
、
引
用
文
の
直
前
・
直
後
の
地
の
文
の
表
現
形
式
に
注
目
し
、
い
ず
れ
も
引
用
文
全
体
の
様
相
と
、
会
話
文
と
歌
と
の
異
同
を
見
て
ゆ
く
。

　

基
本
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
三
作
品
と
も
、
小
学
館
新
古
典
文
学
全
集
本
を
用
い
る
（
た
だ
し
、
本
論
引
用
に
際
し
て
は
、
私
意
に
よ
り
表
記
を
改
め
た
と

こ
ろ
が
あ
る
）。
ま
た
、
引
用
と
表
記
様
式
と
の
関
係
を
見
る
た
め
に
、
真
福
寺
本
古
事
記
、
青
谿
書
屋
本
土
左
日
記
、
御
所
本
伊
勢
物
語
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

写
真
影
印
本
も
使
用
す
る
。



土
左
日
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を
め
ぐ
る
諸
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題

三

１　

土
左
日
記
に
お
け
る
引
用
の
様
相

１-
１　

引
用
文
の
分
布

　

土
左
日
記
に
引
用
さ
れ
て
い
る
会
話
文
は
四
九
例
、
歌
は
六
〇
例
、
合
わ
せ
て
一
〇
九
例
で
あ
り
、
歌
の
引
用
が
会
話
文
の
引
用
よ
り
三
割
程
度
、
多
い
。

こ
れ
ら
が
五
五
日
間
の
記
述
の
中
に
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
見
る
と
、
左
の
一
覧
の
よ
う
に
な
る
（「
会
」
は
会
話
文
、「
歌
」
は
歌
、「
計
」
は
両

者
の
合
計
の
引
用
数
、「
行
」
は
各
日
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
引
用
行
数
／
全
記
述
行
数
）。

　〔
月
日
別
の
引
用
数
一
覧
〕

月　日 会 歌 計 行 月　日 会 歌 計 行

12月21日 0 0 0 0/8 1 月21日 2 2 4 10/21

12月22日 0 0 0 0/3 1 月22日 0 2 2 4/12

12月23日 0 0 0 0/5 1 月23日 0 0 0 0/2

12月24日 0 0 0 0/3 1 月24日 0 0 0 0/1

12月25日 0 0 0 0/3 1 月25日 2 0 2 2/2

12月26日 0 2 2 4/13 1 月26日 2 2 4 7/20

12月27日 2 4 6 11/32 1 月27日 1 2 3 5/10

12月28日 0 0 0 0/3 1 月28日 0 0 0 0/1

12月29日 0 0 0 0/3 1 月29日 4 3 7 10/21

1 月 1 日 2 0 2 3/8 1 月30日 0 0 0 0/10

1 月 2 日 0 0 0 0/2 2 月 1 日 3 2 5 7/20

1 月 3 日 0 0 0 0/2 2 月 2 日 0 0 0 0/1

1 月 4 日 0 0 0 0/4 2 月 3 日 0 1 1 2/6

1 月 5 日 0 0 0 0/2 2 月 4 日 3 3 6 10/17

1 月 6 日 0 0 0 0/1 2 月 5 日 8 5 13 22/45

1 月 7 日 7 3 10 16/37 2 月 6 日 1 1 2 4/10

1 月 8 日 0 1 1 1/8 2 月 7 日 1 2 3 5/14

1 月 9 日 0 3 3 8/34 2 月 8 日 1 0 1 1/7

1 月10日 0 0 0 0/1 2 月 9 日 3 4 7 11/31

1 月11日 1 2 3 7/25 2 月10日 0 0 0 0/1

1 月12日 0 0 0 0/3 2 月11日 1 1 2 3/10

1 月13日 0 1 1 2/10 2 月12日 0 0 0 0/1

1 月14日 0 0 0 0/6 2 月13日 0 0 0 0/1

1 月15日 0 1 1 2/7 2 月14日 0 0 0 0/2

1 月16日 0 1 1 2/8 2 月15日 0 0 0 0/5

1 月17日 2 2 4 7/14 2 月16日 3 5 8 9/40

1 月18日 0 3 3 5/19

1 月19日 0 0 0 0/1

1 月20日 1 2 3 7/25



四

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
引
用
の
あ
る
日
が
二
九
日
、
ま
っ
た
く
引
用
の
な
い
日
が
二
六
日
と
、
ほ
ぼ
半
々
に
な
る
。
た
だ
し
、
引
用
の
な
い
日
の
半
分
の
一
三
日

分
は
全
記
述
行
数
が
一
行
か
二
行
し
か
な
い
の
で
、
引
用
が
な
い
の
も
当
然
と
い
え
る
が
、
一
〇
行
あ
る
一
月
三
〇
日
や
、
八
行
あ
る
一
二
月
二
一
日
に
も
、

引
用
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

　

引
用
の
あ
る
二
九
日
分
に
つ
い
て
、
引
用
数
ご
と
の
日
数
を
示
す
と
、

　
　

�

一
例
：
六
日
、
二
例
：
六
日
、
三
例
：
六
日
、
四
例
：
三
日
、
五
例
：
一
日
、
六
例
：
二
日
、
七
例
：
二
日
、
八
例
：
一
日
、
一
〇
例
：
一
日
、
一
三
例
：

一
日

と
な
り
、
一
例
か
ら
一
三
例
ま
で
の
幅
が
あ
る
。

　

日
数
と
し
て
は
、
一
例
～
三
例
が
各
六
日
と
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら
だ
け
で
全
体
の
六
割
以
上
を
占
め
る
。
い
っ
ぽ
う
、
最
多
の
引
用
は
一
三
例
で
、
二

月
五
日
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
記
述
量
は
最
大
の
四
五
行
で
あ
る
。
続
く
一
〇
例
の
引
用
が
あ
る
一
月
七
日
は
、
第
三
位
の
記
述
量
、
八
例
の
二
月
一
六
日
も
、

第
二
位
の
記
述
量
と
い
う
よ
う
に
、
引
用
数
の
上
位
の
日
は
全
体
の
記
述
量
も
多
い
。

　

引
用
行
数
も
、
ほ
ぼ
引
用
数
に
対
応
し
て
い
て
、
最
多
一
三
例
の
二
月
五
日
が
二
二
行
、
第
二
位
の
一
〇
例
の
一
月
七
日
が
一
六
行
、
七
例
の
二
月
九
日
と

六
例
の
一
二
月
二
七
日
が
一
一
行
、
七
例
の
一
月
二
九
日
、
六
例
の
二
月
四
日
、
四
例
の
一
月
二
一
日
が
一
〇
行
と
続
き
、
引
用
行
数
が
七
行
以
上
の
日
は
す

べ
て
三
例
以
上
の
引
用
が
あ
る
。
割
合
で
見
て
も
、
上
位
の
二
月
五
日
、
一
月
二
一
日
、
一
月
二
九
日
、
一
月
七
日
な
ど
は
、
全
記
述
行
数
の
半
分
近
く
を
占

め
、
引
用
文
の
比
重
が
大
き
い
。

　

引
用
の
あ
る
二
九
日
分
の
う
ち
、
会
話
文
と
歌
の
両
方
の
引
用
が
あ
る
の
は
、
六
割
近
く
に
な
る
一
七
日
、
会
話
文
の
み
の
引
用
が
三
日
、
歌
の
み
の
引
用

が
三
日
で
あ
り
、
四
例
以
上
の
引
用
が
あ
る
一
一
日
は
す
べ
て
会
話
文
と
歌
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
会
話
文
の
み
、
あ
る
い
は
歌
の
み
の
引
用

の
場
合
は
、
す
べ
て
三
例
以
下
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
会
話
文
の
み
の
引
用
は
二
例
が
二
日
（
一
月
一
日
、
一
月
二
五
日
）、
一
例
が
一
日
（
二
月
八
日
）、
歌

の
み
で
の
最
多
の
三
例
が
一
月
九
日
、
一
月
一
八
日
の
二
日
で
あ
る
。

　

会
話
文
自
体
の
最
多
引
用
数
は
二
月
五
日
の
八
例
、
次
は
一
月
七
日
の
七
例
、
以
下
四
例
が
一
月
二
九
日
と
二
月
一
六
日
の
二
日
、
三
例
の
二
月
一
日
と
二

月
四
日
の
二
日
、
と
続
く
。
歌
の
ほ
う
で
は
、
最
多
が
四
例
で
、
一
二
月
二
七
日
、
二
月
九
日
、
二
月
一
六
日
の
三
日
、
三
例
が
一
月
七
日
、
一
月
九
日
、
一

月
一
八
日
、
一
月
二
九
日
、
二
月
四
日
、
二
月
五
日
の
六
日
、
と
な
っ
て
い
る
。
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五

　

引
用
の
有
無
の
連
続
性
を
見
て
み
る
と
、
引
用
す
る
日
が
も
っ
と
も
長
く
連
続
す
る
の
は
⓾
二
月
三
日
～
二
月
九
日
の
七
日
間
の
一
回
、
次
は
四
日
連
続
が

一
回
（
6
一
月
一
五
日
～
一
月
一
八
日
）、
三
日
連
続
が
三
回
（
5
一
月
七
日
～
一
月
九
日
、
7
一
月
二
〇
日
～
一
月
二
二
日
、
9
一
月
二
五
日
～
一
月
二
七

日
）、
二
日
連
続
が
一
回
（
2
一
二
月
二
六
日
～
一
二
月
二
七
日
）
あ
る
。

　

反
対
に
、
無
引
用
が
も
っ
と
も
長
く
続
く
の
が
①
一
二
月
二
一
日
～
二
五
日
と
④
一
月
二
日
～
六
日
の
五
日
間
で
、
次
が
四
日
連
続
（
⑪
二
月
一
二
日
～
二

月
一
五
日
）、
三
日
連
続
は
な
く
、
二
日
連
続
（
③
一
二
月
二
八
日
～
一
二
月
二
九
日
、
⑧
一
月
二
三
日
～
一
月
二
四
日
）
が
あ
る
。

　

右
の
丸
（
無
引
用
日
）
と
四
角
（
有
引
用
日
）
の
数
字
順
に
し
て
、
連
続
し
な
い
日
も
加
え
て
、
並
べ
て
み
る
と
、

　
　

①
五-

2
二-

③
二
〔
□
〕
④
五-

5
三
〔
〇
□
〇
□
〇
〕
6
四
〔
〇
〕
7
三-

⑧
二-

9
三
〔
〇
□
〇
□
〇
〕
⓾
七
〔
〇
□
〕
⑪
四
〔
□
〕

の
よ
う
に
な
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
引
用
の
有
無
、
連
続
の
長
短
の
変
化
で
あ
る
。
5
・
6
・
7
お
よ
び
9
・
⓾
の
よ
う
に
、
有
引
用
日
が
連
続
す
る
場
合

も
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
、
一
日
交
替
に
無
引
用
日
が
入
る
形
に
な
っ
て
い
て
、
引
用
が
単
調
に
続
く
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

引
用
の
全
日
に
わ
た
る
分
布
を
見
る
と
、
そ
の
半
数
を
越
え
る
の
が
三
八
日
め
の
一
月
二
九
日
、
会
話
文
の
半
数
を
越
え
る
の
が
四
〇
日
を
経
た
二
月
五
日
、

そ
し
て
歌
の
引
用
の
半
数
を
越
え
る
の
が
三
四
日
を
過
ぎ
た
一
月
二
六
日
で
あ
る
。
日
記
の
中
日
が
一
月
一
九
日
（
二
八
日
め
）
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
引
用
も

後
半
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
と
く
に
会
話
文
は
二
月
の
前
半
（
と
最
終
日
）
に
集
中
し
て
い
る
。

1-

2　

各
日
に
お
け
る
複
数
・
連
続
引
用

　

同
日
に
複
数
の
引
用
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
、
引
用
が
連
続
的
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
に
分
け
て
、
整
理

し
て
み
た
い
。「
連
続
的
」
云
々
と
い
う
の
は
、
文
の
断
続
の
よ
う
な
文
法
的
な
意
味
で
は
な
く
、
場
面
の
同
一
性
あ
る
い
は
発
話
や
詠
歌
の
一
連
性
が
あ
る

か
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
日
の
記
述
の
中
に
複
数
の
引
用
が
あ
る
の
は
、
全
五
五
日
の
う
ち
の
二
三
日
で
あ
り
、
全
引
用
一
〇
九
例
の
う
ち
の
一
〇
〇
例
（
会
話
文
が
四
九
例
中
の

四
五
例
、
歌
が
六
〇
例
中
の
五
五
例
）
つ
ま
り
九
割
以
上
に
及
ぶ
。
こ
の
中
で
、
連
続
的
と
認
め
ら
れ
る
引
用
が
あ
る
の
は
二
〇
日
分
で
、
そ
れ
ら
の
日
の
記

述
に
お
け
る
九
三
例
の
引
用
中
の
六
四
例
、
つ
ま
り
複
数
引
用
の
七
割
近
く
に
連
続
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
残
り
の
三
日
、
一
月
九
日
（
三
例
）、
一
月
二
二

日
（
二
例
）、
二
月
一
一
日
（
二
例
）
に
は
、
連
続
例
は
見
ら
れ
な
い
。



六

　

た
と
え
ば
、
連
続
例
の
な
い
一
月
九
日
の
場
合
、
歌
の
引
用
が
三
例
あ
る
が
、「
船
に
も
思
ふ
こ
と
あ
れ
ど
、
か
ひ
な
し
。
か
か
れ
ど
、
こ
の
歌
を
ひ
と
り

ご
と
し
て
や
み
ぬ
」
と
し
て
、
最
初
の
歌
の
引
用
が
あ
り
、
す
ぐ
後
に
「
か
く
て
、
宇
多
の
松
原
を
行
き
過
ぐ
」
と
あ
っ
て
、
次
の
場
面
に
移
り
、
そ
こ
の
光

景
を
「
お
も
し
ろ
し
と
見
る
に
堪
へ
ず
し
て
、
船
人
の
よ
め
る
」
と
あ
っ
て
、
二
つ
め
の
歌
の
引
用
が
あ
り
、
ま
た
「
か
く
あ
る
を
見
つ
つ
漕
ぎ
行
く
ま
に
ま

に
」
と
時
間
的
経
過
を
示
し
た
う
え
で
、「
か
く
思
へ
ば
、
船
子
、
楫
取
は
船
唄
う
た
ひ
て
、
何
と
も
思
へ
ら
ず
。
そ
の
う
た
ふ
歌
は
」
と
あ
っ
て
、
最
後
の

歌
の
引
用
が
あ
る
、
と
い
う
具
合
で
、
引
用
相
互
の
直
接
的
な
連
続
性
が
ど
れ
に
も
認
め
ら
れ
な
い
。

　

連
続
引
用
の
う
ち
、
歌
の
み
が
連
続
引
用
さ
れ
る
の
が
九
回
、
会
話
の
み
が
連
続
引
用
さ
れ
る
の
が
七
回
、
そ
し
て
歌
と
会
話
が
連
続
引
用
さ
れ
る
の
が
一

四
回
あ
り
、
歌
と
会
話
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
も
っ
と
も
多
い
。
さ
ら
に
、
会
話
の
三
例
連
続
引
用
が
一
回
、
歌
の
三
連
続
引
用
が
一
回
、
歌
と
会
話
の
組
み

合
わ
せ
で
の
三
連
続
引
用
が
三
回
、
同
じ
く
四
連
続
引
用
が
二
回
あ
り
、
三
例
以
上
の
連
続
引
用
に
お
い
て
も
、
歌
と
会
話
の
組
み
合
わ
せ
が
目
立
つ
。

　

日
に
ち
単
位
で
見
る
と
、
連
続
引
用
さ
れ
る
例
が
そ
の
日
の
引
用
例
の
す
べ
て
な
の
が
、
一
二
月
二
六
日
（
歌
二
例
）、
一
月
二
五
日
（
会
話
文
二
例
）、
一

月
一
八
日
（
歌
三
例
）、
一
月
二
七
日
（
会
話
文
一
例
・
歌
二
例
）、
二
月
六
日
（
会
話
文
一
例
・
歌
一
例
）、
二
月
七
日
（
会
話
文
一
例
・
歌
二
例
）
の
六
日

で
あ
り
、
ど
れ
も
用
例
数
は
三
例
以
下
で
あ
る
。
な
お
、
会
話
文
の
み
で
の
相
当
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

以
下
に
、
こ
れ
ら
の
六
日
分
の
例
を
挙
げ
る
（
引
用
の
歌
や
会
話
文
は
そ
の
ま
ま
示
さ
ず
、
歌
に
は
〔
歌
①
〕、
引
用
の
会
話
文
は
「
会
①
」
の
よ
う
に
、

そ
の
種
類
と
出
現
順
を
略
記
す
る
に
と
ど
め
る
）。

〔
例
1
〕　

和
歌
、
主
の
守
の
よ
め
り
け
る
、〔
歌
①
〕
と
な
む
あ
り
け
れ
ば
、
帰
る
前
の
守
の
よ
め
り
け
る
、〔
歌
②
〕。（
一
二
月
二
六
日
）

〔
例
2
〕　�

船
も
出
だ
さ
で
、
い
た
づ
ら
な
れ
ば
、
あ
る
人
の
よ
め
る
、〔
歌
①
〕。
こ
の
歌
は
、
常
に
せ
ぬ
人
の
言
な
り
。
ま
た
、
人
の
よ
め
る
、〔
歌
②
〕。
こ

の
歌
ど
も
を
、
す
こ
し
よ
ろ
し
、
と
聞
き
て
、
船
の
長
し
け
る
翁
、
月
日
ご
ろ
の
苦
し
き
心
や
り
に
よ
め
る
、〔
歌
③
〕。（
一
月
一
八
日
）

〔
例
3
〕　

二
十
五
日
。
楫
取
ら
の
、「
会
①
」
と
い
へ
ば
、
船
出
だ
さ
ず
。「
会
②
」
と
い
う
ふ
こ
と
、
絶
え
ず
聞
こ
ゆ
。（
一
月
二
五
日
）

〔
例
4
〕　�

男
た
ち
の
心
な
ぐ
さ
め
に
、
漢
詩
に
「
会
①
」
な
ど
い
ふ
な
る
言
の
さ
ま
を
聞
き
て
、
あ
る
女
の
よ
め
る
歌
、〔
歌
①
〕。
ま
た
、
あ
る
人
の
よ
め
る
、

〔
歌
②
〕。（
一
月
二
七
日
）

〔
例
5
〕　�

か
の
船
酔
ひ
の
淡
路
の
島
の
大
御
、
み
や
こ
近
く
な
り
ぬ
と
い
ふ
を
喜
び
て
、
船
底
よ
り
頭
を
も
た
げ
て
、
か
く
ぞ
い
へ
る
。〔
歌
①
〕。
い
と
思
ひ
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の
ほ
か
な
る
人
の
い
へ
れ
ば
、
人
々
あ
や
し
が
る
。
こ
れ
が
中
に
、
心
地
悩
む
船
君
、
い
た
く
め
で
て
、「
会
①
」
と
、
い
ひ
け
る
。（
二
月
六
日
）

〔
例
6
〕　�

か
か
れ
ど
も
、
淡
路
専
女
の
歌
に
め
で
て
、
み
や
こ
誇
り
に
も
や
あ
ら
む
、
か
ら
く
し
て
、
あ
や
し
き
歌
ひ
ね
り
出
せ
り
。
そ
の
歌
は
、〔
歌
①
〕。

こ
れ
は
病
を
す
れ
ば
よ
め
る
な
る
べ
し
。
一
歌
に
こ
と
の
飽
か
ね
ば
、
い
ま
一
つ
、〔
歌
②
〕。
こ
の
歌
は
、
み
や
こ
近
く
な
り
ぬ
る
喜
び
に
堪
へ
ず

し
て
、
い
へ
る
な
る
べ
し
。「
会
①
」
と
、
悔
し
が
る
う
ち
に
、
夜
に
な
り
て
寝
に
け
り
。（
二
月
七
日
）

　
〔
例
1
〕は
、
歌
の
そ
の
場
で
の
応
答
、〔
例
2
〕は
、
歌
①
と
歌
②
が
唱
和
で
、
歌
③
は
そ
れ
ら
に
触
発
さ
れ
て
の
詠
歌
、〔
例
3
〕は
、
連
続
的
な
発
話
、〔
例

4
〕の
会
①
は
実
質
的
に
は
発
話
と
い
う
よ
り
詩
句
の
朗
詠
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
、
そ
の
反
応
と
し
て
の
詠
歌
、〔
例
5
〕は
、
歌
と
、
そ
れ
に
対
す
る
感
想

の
発
話
、〔
例
6
〕は
、
連
続
的
な
詠
歌
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
感
想
の
発
話
、
の
よ
う
に
、
引
用
文
相
互
に
強
い
連
続
性
と
、
場
面
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
認

め
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
引
用
例
数
の
多
い
二
月
五
日
の
記
述
を
見
る
と
、
会
話
文
八
例
の
う
ち
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
各
二
例
ず
つ
の
連
続
引
用
が
三
回
（
計
六
例
）、

そ
れ
ぞ
れ
発
話
の
応
答
と
し
て
、
記
述
の
後
半
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
歌
の
五
例
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

〔
例
6
〕　

か
く
い
ひ
つ
つ
来
る
ほ
ど
に
、「
会
①
」
と
も
よ
ほ
せ
ば
、
楫
取
、
船
子
ど
も
に
い
は
く
、「
会
②
」
と
い
ふ
。（
二
月
五
日
）

〔
例
7
〕　

楫
取
の
い
は
く
、「
会
⑤
」
と
は
、
い
ま
め
く
も
の
か
。
さ
て
、「
会
⑥
」
と
い
ふ
。（
二
月
五
日
）

〔
例
8
〕　�

楫
取
、
ま
た
い
は
く
、「
会
⑦
」
と
い
ふ
。
ま
た
、
い
ふ
に
従
ひ
て
、
い
か
が
は
せ
む
と
て
、「
会
⑧
」
と
て
、
海
に
う
ち
は
め
つ
れ
ば
、
口
惜
し
。（
二

月
五
日
）

　

な
お
、
連
続
引
用
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
殊
な
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

〔
例
9
〕　�

か
く
い
ひ
つ
つ
行
く
に
、
船
君
な
る
人
、
波
を
見
て
、「
国
よ
り
は
じ
め
て
、
海
賊
報
い
せ
む
と
い
ふ
な
る
こ
と
を
思
ふ
う
へ
に
、
海
の
ま
た
恐
ろ

し
け
れ
ば
、
頭
も
白
け
ぬ
。
七
十
路
、
八
十
路
は
、
海
に
あ
る
も
の
な
り
。〔
わ
が
髪
の
雪
と
磯
辺
の
白
波
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
沖
つ
島
守
〕（
歌
①
）



八

楫
取
い
へ
」（
会
②
）。（
一
月
二
一
日
）

〔
例
10
〕　�

こ
こ
に
、
人
々
の
い
は
く
、「
こ
れ
、
昔
、
名
高
く
聞
こ
え
た
る
と
こ
ろ
な
り
」（
会
①
）「
故
惟
喬
親
王
の
御
供
に
、
故
在
原
業
平
中
将
の
、〔
世
の

中
に
絶
え
て
桜
の
咲
か
ざ
ら
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
〕（
歌
①
）
と
い
ふ
歌
よ
め
る
と
こ
ろ
な
り
け
り
」（
会
②
）。（
二
月
九
日
）

〔
例
11
〕　�「
今
日
は
み
や
こ
の
み
ぞ
思
ひ
や
ら
る
る
」（
会
①
）「
小
家
の
門
の
し
り
く
べ
縄
の
鯔
の
頭
、
柊
ら
、
い
か
に
ぞ
」（
会
②
）
と
ぞ
い
ひ
あ
へ
な
る
。（
一

月
一
日
）

　
〔
例
9
〕と〔
例
10
〕は
と
も
に
、
引
用
の
会
話
文
中
に
、
さ
ら
に
歌
が
挿
入
さ
れ
た
例
で
あ
り
、〔
例
10
〕と〔
例
11
〕は
、
二
つ
の
会
話
文
が
表
現
上
も
直
接
連

続
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

1-

3　

土
左
日
記
に
お
け
る
引
用
の
全
体
的
特
徴

　

以
上
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
、
土
左
日
記
全
体
と
し
て
の
引
用
の
特
徴
を
ま
と
め
れ
ば
、
バ
ラ
ン
ス
、
変
化
、
組
み
合
わ
せ
、
と
い
う
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
一
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
の
は
、
ま
ず
、
用
例
数
と
し
て
、
会
話
文
が
四
九
例
、
歌
が
六
〇
例
と
い
う
よ
う
に
、
会
話
文
と
歌
の
ど
ち
ら
か
に
と
く
に
偏
る

こ
と
も
な
く
、
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
の
あ
る
日
が
二
九
日
、
引
用
の
な
い
日
が
二
六
日
と
、
分
布
が
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
こ
と

も
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

第
二
の
変
化
と
い
う
点
で
は
、
引
用
が
あ
る
二
九
日
間
に
お
い
て
、
各
日
の
記
述
量
に
応
じ
て
1
例
か
ら
13
例
ま
で
用
例
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
引
用
の
あ
る
日
と
な
い
日
と
が
あ
る
程
度
の
連
続
に
お
い
て
交
互
に
現
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
三
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
の
は
、
同
日
の
記
述
に
お
け
る
複
数
引
用
に
お
い
て
、
会
話
文
と
歌
の
両
方
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
多
く
、
か
つ
そ

れ
ら
が
連
続
的
引
用
と
な
る
ケ
ー
ス
が
も
っ
と
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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九

2　

会
話
文
の
直
前
・
直
後
の
表
現
形
式

2-
1　

土
左
日
記
に
お
け
る
会
話
文

　

全
四
九
例
の
会
話
文
の
う
ち
、
そ
の
直
前
の
地
の
文
に
当
該
の
会
話
文
を
導
く
語
つ
ま
り
引
用
マ
ー
カ
ー
が
あ
る
の
が
全
体
の
三
割
近
く
の
一
四
例
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
「
い
ふ
」
と
い
う
動
詞
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
半
分
が
ク
語
法
で
七
例
（「
い
は
く
」
六
例
、「
い
ひ
け
ら
く
」
一
例
）、
こ
れ
に
準
じ
る
「
い

ふ
や
う
」
が
一
例
、
そ
の
他
、「
い
ふ
・
い
ひ
出
づ
・
い
ひ
い
ふ
・
い
ふ
べ
し
・
い
ふ
な
り
」（
各
一
例
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
次
の
会
話
文
に
関
わ
っ
て
い
る

と
判
断
さ
れ
る
。

　

残
り
の
う
ち
、「
楫
取
の
申
し
て
奉
る
言
は
」
や
「
問
へ
ば
」「
問
ひ
け
れ
ば
」（
各
一
例
）
も
、
次
に
会
話
文
が
来
る
こ
と
が
あ
る
程
度
、
予
想
さ
れ
よ
う
。

他
に
、「
歌
主
」「
わ
か
き
童
」「
楫
取
ら
」、「
楫
取
ら
の
」「
聞
く
人
の
」（
各
一
例
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
結
果
的
に
は
、
次
に
来
る
会

話
の
主
体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
他
の
、
全
体
の
半
分
以
上
に
な
る
直
前
表
現
に
は
、
そ
こ
で
次
の
会
話
文
と
切
れ
て
い
る
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
自
体
で
次
に
会
話
文
が
来

る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
も
の
は
な
い
。

　

次
に
、
直
後
表
現
で
あ
る
が
、
会
話
文
で
一
文
が
終
わ
る
三
例
を
除
く
四
六
例
の
う
ち
、「
と
＋
動
詞
（
句
）」
が
三
七
例
で
、
全
体
の
八
割
以
上
を
占
め
る
。

そ
の
他
に
は
、「
と
て
」
が
六
例
、「
と
は
」
が
一
例
、「
な
ど
い
ふ
な
る
言
を
聞
き
て
」
が
一
例
あ
る
。

　
「
と
＋
動
詞
（
句
）」
三
七
例
の
う
ち
、「
と
い
ふ
」
が
二
八
例
で
、
四
分
の
三
以
上
に
な
り
（「
い
ひ
あ
ふ
」「
う
る
へ
い
ふ
」
各
一
例
を
含
む
）、
そ
れ
以
外

に
は
、「
問
ふ
」（
二
例
）「
祈
る
・
悔
し
が
る
・
さ
わ
ぐ
・
嘆
く
・
申
す
・
も
よ
ほ
す
」（
各
一
例
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
発
話
行
為
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
と
」
と
い
う
助
詞
は
引
用
文
を
受
け
る
働
き
を
す
る
語
で
あ
る
か
ら
、「
と
て
」
や
「
と
は
」
も
含
め
、
土
左
日
記
に
お
け
る
会
話
文
の
引
用
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
、
直
後
の
「
と
」
お
よ
び
発
話
動
詞
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

会
話
文
と
、
そ
の
直
前
あ
る
い
は
直
後
の
地
の
文
と
が
一
文
と
し
て
結
び
付
い
て
い
る
か
切
れ
て
い
る
か
の
組
み
合
わ
せ
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

（
結
び
付
い
て
い
る
場
合
は
「
、」、
切
れ
て
い
る
場
合
は
「
。」
で
示
す
）。

　
　

Ⅰ　

地
、「
会
話
文
」、
地　

：
三
〇
例
（
六
一
・
二
％
）



一
〇

　
　

Ⅱ　

地
。「
会
話
文
」、
地　

：
一
六
例
（
三
二
・
七
％
）

　
　

Ⅲ　

地
、「
会
話
文
」。
地　

：　

二
例
（　

四
・
一
％
）

　
　

Ⅳ　

地
。「
会
話
文
」。
地　

：　

一
例
（　

二
・
〇
％
）

　

Ⅰ
の
パ
タ
ー
ン
が
半
数
以
上
で
最
も
多
く
、
Ⅱ
と
合
わ
せ
て
、
直
後
の
地
の
文
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
全
体
の
九
割
以
上
を
占
め
る
。

　

Ⅰ
の
う
ち
、「
い
は
く
、「
会
話
文
」、
と
い
ふ
」
の
よ
う
に
、「
い
ふ
」
の
反
復
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
が
六
例
、
見
ら
れ
る
（
直
前
に
は
「
い
ひ
け
ら
く
・

い
ふ
や
う
」
を
含
む
）。

　

Ⅱ
に
は
、
会
話
文
の
直
前
に
「
聞
く
人
の
思
へ
る
や
う
、「
な
ぞ
、
た
だ
言
な
る
」
と
、
ひ
そ
か
に
い
ふ
べ
し
」（
二
月
一
日
）
の
よ
う
に
、
会
話
文
を
含
む

一
文
が
あ
っ
て
、
次
の
「「
船
君
の
、
か
ら
く
ひ
ね
り
出
だ
し
て
、
よ
し
と
思
へ
る
言
を
。
怨
じ
も
こ
そ
し
給
べ
」
と
て
、
つ
つ
め
き
て
や
み
ぬ
」
と
連
続
し

た
発
話
と
み
な
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
な
お
、
Ⅱ
に
は
、
会
話
文
直
前
に
「
さ
て
・
さ
れ
ど
も
」「
今
宵
・
漢
詩
に
」
と
い
う
一
語
（
一
文
節
）
の
み
が
来
る

例
も
含
め
て
あ
る
。

　

Ⅲ
の
二
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
例
1
〕　�

か
く
い
ひ
つ
つ
行
く
に
、
船
君
な
る
人
、
波
を
見
て
、「
国
よ
り
は
じ
め
て
、
海
賊
報
い
せ
む
と
い
ふ
な
る
こ
と
を
思
ふ
う
へ
に
、
海
の
ま
た
恐
ろ

し
け
れ
ば
、
頭
も
白
け
ぬ
。
七
十
路
、
八
十
路
は
、
海
に
あ
る
も
の
な
り
。　

わ
が
髪
の
雪
と
磯
辺
の
白
波
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
沖
つ
島
守　

楫
取

い
へ
」。（
一
月
二
一
日
）

〔
例
2
〕　�

こ
こ
に
、
人
々
の
い
は
く
、「
こ
れ
、
昔
、
名
高
く
聞
こ
え
た
る
と
こ
ろ
な
り
」「
故
惟
喬
親
王
の
御
供
に
、
故
在
原
業
平
中
将
の
、
世
の
中
に
絶
え

て
桜
の
咲
か
ざ
ら
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し　

と
い
ふ
歌
よ
め
る
と
こ
ろ
な
り
け
り
」。
今
、
今
日
あ
る
人
、
と
こ
ろ
に
似
た
る
歌
よ
め
り
。（
二

月
九
日
）

　

と
も
に
す
で
に
引
用
し
た
例
で
あ
る
が
、
長
い
会
話
文
が
引
用
さ
れ
、
し
か
も
中
に
和
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
異
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
〔
例

1
〕
は
こ
の
会
話
文
の
引
用
で
一
日
の
記
載
が
終
わ
っ
て
い
る
点
、〔
例
2
〕
は
二
つ
の
会
話
文
が
そ
の
ま
ま
連
続
し
て
い
る
点
で
も
、
特
徴
的
で
あ
る
。



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一
一

　

Ⅳ
の
一
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
例
3
〕　

男
ど
も
、
ひ
そ
か
に
い
ふ
な
り
。「『
飯
粒
し
て
、
も
つ
釣
る
』
と
や
」。
か
う
や
う
の
こ
と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
あ
り
。（
二
月
八
日
）

　

こ
の
例
は
、
地
の
文
と
会
話
文
と
が
各
一
文
を
成
す
形
式
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
一
文
に
お
け
る
、
意
図
的
な
倒
置
表
現
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
表
現
で
あ
る
。

2-

2　

古
事
記
に
お
け
る
会
話
文

　

古
事
記
に
引
用
さ
れ
た
会
話
文
は
、
総
計
三
四
二
例
で
あ
る
（
二
重
引
用
、
す
な
わ
ち
会
話
文
の
中
に
引
用
さ
れ
た
会
話
文
の
数
は
含
め
な
い
）。
そ
の
う

ち
の
三
三
四
例
、
全
体
の
約
九
八
％
に
お
い
て
、
会
話
文
の
直
前
に
、
発
話
行
為
を
表
わ
す
動
詞
（
句
）
の
ク
語
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
事
記

に
お
け
る
会
話
文
の
引
用
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
直
前
の
ク
語
法
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ク
語
法
の
内
訳
は
、「
言
〔
云
・
曰
・
謂
〕（
い
）
は
く
」（「
言
ひ
し
く
」
を
含
む
）
が
最
も
多
く
、
一
三
九
例
（
四
二
％
）、「
詔
〔
宣
〕（
の
り
た
ま
）
は
く
」

（「
詔
ひ
し
く
・
詔
は
し
む
ら
く
・
詔
は
し
め
し
ら
く
」
を
含
む
）
が
八
二
例
（
約
二
五
％
）、「
白
〔
奏
〕（
ま
を
）
さ
く
」（「
白
し
し
く
」
を
含
む
）
が
八
一

例
（
約
二
四
％
）、「
問
（
と
）
は
く
」（「
問
ひ
し
く
」
を
含
む
）
が
一
九
例
（
約
六
％
）、「
告
（
の
）
ら
さ
く
」（「
告
ら
し
し
く
」
を
含
む
）
が
一
一
例
（
約

三
％
）、
そ
の
他
（「
詔
（
の
）
り
別
（
わ
）
き
し
く
・
詔
（
み
こ
と
の
り
）
せ
し
く
・
詛
（
と
ご
）
は
し
む
ら
く
・
請
（
こ
）
は
く
・
語
（
か
た
）
り
し
く
・

語
（
か
た
）
り
別
（
わ
）
き
し
く
」
各
一
例
）
が
六
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
詔
〔
宣
〕（
の
り
た
ま
）
ふ
」
や
「
白
〔
奏
〕（
ま
を
）
す
」
な
ど
、
半
分
以

上
に
待
遇
性
を
帯
び
た
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

例
外
と
な
る
八
例
は
、「
次
に
・
是
に
・
故
」（
各
一
例
）
と
い
う
接
続
詞
、「
皆
」（
二
例
）
と
い
う
名
詞
、「
見
て
・
以
て
・
如
く
し
て
」（
各
一
例
）
と
い

う
動
詞
句
で
あ
る
。

　

直
後
表
現
と
し
て
は
、
三
四
二
例
の
会
話
文
の
う
ち
、
そ
れ
で
一
文
が
終
わ
る
一
例
を
除
い
た
三
四
一
例
す
べ
て
に
対
し
て
、
直
後
に
助
詞
「
と
」＋
動
詞

（
句
）
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
使
用
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
三
〇
〇
例
が
、
そ
れ
自
体
に
対
応
本
文
の
な
い
補
読
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
補



一
二

読
さ
れ
た
当
該
動
詞
（
句
）
は
す
べ
て
会
話
文
直
前
の
発
話
動
詞
表
現
の
反
復
で
あ
る
）。

　

テ
キ
ス
ト
の
「
凡
例
」
に
は
「
本
書
に
掲
げ
た
訓
読
文
は
、
当
時
の
常
識
的
な
読
み
方
を
追
究
し
、
一
応
一
つ
の
読
み
方
に
絞
っ
て
示
し
た
」
と
あ
り
、
会

話
文
直
前
の
本
文
を
会
話
文
直
後
で
再
読
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

直
後
表
現
に
対
応
本
文
が
認
め
ら
れ
る
四
一
例
を
見
て
み
る
と
、「
と
言
〔
云
〕
ふ
」（「
云
ひ
進
む
・
言
ひ
動
（
と
よ
）
む
」
を
含
む
）
が
一
四
例
で
、
直

前
と
同
様
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
、「
と
白
〔
奏
〕（
ま
を
）
す
」
が
九
例
、「
と
詔
（
の
り
た
ま
）
ふ
」
が
四
例
、「
と
事
依
〔
言
因
〕（
こ
と
よ
り
）
す
」
が

四
例
、「
と
告
（
の
）
ら
す
」
が
二
例
、
そ
の
他
が
八
例
（「
と
＋
問
ふ
・
乞
ふ
・
詔
（
の
）
り
別
（
わ
）
く
・
期
（
ち
ぎ
）
る
・
覚
（
さ
と
）
す
・
患
（
わ
づ

ら
）
へ
泣
く
・
男
建
（
お
た
け
）
び
為
（
す
）・
詛
（
と
ご
）
は
し
む
」）
で
あ
り
、
直
前
に
比
べ
て
、
用
例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
補
読
例
と
は
異
な
り
、
動

詞
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
四
一
例
の
う
ち
一
二
例
に
、「
と
」
と
動
詞
（
句
）
と
の
間
に
「
如
此
（
か
く
の
ご
と
く
）」
と
い
う
指
示

表
現
が
挿
入
さ
れ
、
直
前
の
会
話
文
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　

会
話
文
と
直
前
・
直
後
の
地
の
文
と
の
切
れ
続
き
の
パ
タ
ー
ン
を
四
種
に
分
け
る
と
、
各
用
例
数
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
直
後
表
現
の
補
読
例
も
含

め
る
。

　
　

Ⅰ　

地
、「
会
話
文
」、
地　

：
三
三
九
例

　
　

Ⅱ　

地
。「
会
話
文
」、
地　

：　
　

二
例

　
　

Ⅲ　

地
、「
会
話
文
」。
地　

：　
　

一
例

　
　

Ⅳ　

地
。「
会
話
文
」。
地　

：　
　

〇
例

　

割
合
を
示
す
ま
で
も
な
く
、
会
話
文
が
直
前
お
よ
び
直
後
の
地
の
文
に
含
ま
れ
て
一
文
を
成
す
例
が
圧
倒
的
に
多
い
（
た
だ
し
、
直
後
の
補
読
表
現
三
〇
〇

例
を
認
め
な
い
と
す
る
と
、
会
話
文
で
一
文
が
切
れ
る
こ
と
に
な
り
、
Ⅲ
の
パ
タ
ー
ン
が
最
多
と
な
る
）。

　

Ⅰ
の
う
ち
、
直
後
に
対
応
本
文
が
認
め
ら
れ
る
四
一
例
に
関
し
て
、
直
前
・
直
後
の
表
現
の
対
応
関
係
を
見
る
と
、
約
半
分
の
二
〇
例
に
お
い
て
、
動
詞

（
句
）
の
反
復
が
見
ら
れ
る
。
主
な
も
の
と
し
て
、「
云
は
く
、「
会
話
文
」、
と
云
ふ
」
が
九
例
、「
白
く
、「
会
話
文
」、
と
白
す
」
が
六
例
で
あ
る
。

　

Ⅱ
の
二
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
、
巻
と
テ
キ
ス
ト
の
頁
数
）。



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一
三

〔
例
1
〕　�

是
に
、
兄
宇
迦
斯
、
鳴
鏑
を
以
て
、
其
の
使
を
待
ち
射
返
し
き
。
故
、
其
の
鳴
鏑
の
落
ち
た
る
地
は
、
訶
夫
羅
前
と
謂
ふ
。「
待
ち
撃
た
む
」
と
、

云
ひ
て
、
軍
を
聚
め
き
。（
中
・
一
五
一
）

〔
例
2
〕　�
故
、
熊
曽
建
が
家
に
到
り
て
見
れ
ば
、
其
の
家
の
辺
に
し
て
、
軍
、
三
重
に
囲
み
、
室
を
作
り
て
居
り
き
。
是
に
、「
御
室
の
楽
を
為
む
」
と
言
ひ

動
み
て
、
食
物
を
設
け
備
へ
き
。（
中
・
二
一
九
）

　
〔
例
2
〕に
は
、
会
話
文
直
前
の
地
の
文
と
つ
な
ぐ
「
是
に
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
が
、〔
例
1
〕は
、
テ
キ
ス
ト
で
は
会
話
文
か
ら
改
行
表
示
し
て
あ
っ
て
、

直
前
の
地
の
文
と
は
切
れ
て
い
る
。
ま
た
ど
ち
ら
に
も
、
直
前
に
会
話
文
を
予
告
す
る
マ
ー
カ
ー
が
な
い
。

　

Ⅲ
の
一
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
例
3
〕　�

爾
く
し
て
、
答
へ
て
白
し
し
く
、「
会
話
文
①
」
と
、
如
此
白
し
て
、
出
雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
の
御
舎
を
造
り
て
、（
略
）
火
を
欑
り
出
だ

し
て
云
は
く
、「
会
話
文
②
」。
故
、
建
御
雷
神
、
返
り
参
ゐ
上
り
、
葦
原
中
国
を
言
向
け
和
し
平
げ
つ
る
状
を
復
奏
し
き
。（
上
・
一
一
二
）

　

該
当
箇
所
は
一
八
行
に
も
及
ぶ
一
文
で
あ
り
、
地
の
文
の
中
に
会
話
文
が
二
つ
引
用
さ
れ
て
い
る
。
会
話
文
①
は
Ⅰ
の
パ
タ
ー
ン
に
相
当
す
る
の
に
対
し
て
、

Ⅲ
と
し
て
の
会
話
文
は
②
の
ほ
う
で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
で
は
、
そ
の
直
後
に
「
と
云
ふ
」
と
い
う
補
読
が
さ
れ
ず
、
五
行
に
わ
た
る
会
話
文
を
、
カ
ギ
カ
ッ

コ
に
は
入
れ
ず
、
改
行
表
示
し
て
、
他
の
会
話
文
と
は
別
扱
い
に
し
て
い
る
。

2-

3　

伊
勢
物
語
に
お
け
る
会
話
文

　

伊
勢
物
語
全
一
二
五
段
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
会
話
文
は
、
四
二
例
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
土
左
日
記
や
古
事
記
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
書
簡
文
の
引

用
が
一
一
例
あ
り
、
そ
の
直
前
に
は
「
文
に
」（
一
例
）「
い
ひ
お
こ
す
」（
一
例
）、
直
後
に
は
「
と
書
く
」（
三
例
）「
と
い
ひ
や
る
」（
二
例
）
な
ど
と
い
う
、

独
自
の
マ
ー
カ
ー
と
な
る
表
現
が
あ
る
い
っ
ぽ
う
、「
と
い
ふ
」（
五
例
）
と
い
う
、
会
話
文
の
場
合
と
同
じ
表
現
も
あ
る
。

　

伊
勢
物
語
に
は
、
会
話
文
そ
れ
自
体
と
し
て
異
色
な
表
現
が
一
例
、
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。



一
四

〔
例
1
〕　�

い
か
で
こ
の
在
五
中
将
に
あ
は
せ
て
し
が
な
と
思
ふ
心
あ
り
。
狩
し
歩
き
け
る
に
い
き
あ
ひ
て
、
道
に
て
馬
の
口
を
と
り
て
、「
か
う
か
う
な
む
思

ふ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
あ
は
れ
が
り
て
、
来
て
寝
に
け
り
。（
六
三
段
）

　

異
色
な
の
は
、
会
話
文
中
の
「
か
う
か
う
」
と
い
う
指
示
表
現
で
あ
る
。
形
式
と
し
て
は
、
そ
の
場
の
発
話
を
直
接
的
に
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

文
字
ど
お
り
の
「
か
う
か
う
」
で
は
通
じ
が
た
い
。
こ
れ
は
現
場
指
示
と
い
う
よ
り
、
当
該
段
の
先
行
す
る
地
の
文
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
指
し
示
す
文
脈

指
示
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
の
文
を
前
提
と
し
て
、
会
話
文
を
簡
略
に
す
る
方
法
が
伊
勢
物
語
に
は
見
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
会
話
文
の
直
前
表
現
を
見
て
み
る
と
、
マ
ー
カ
ー
と
み
な
せ
る
の
は
、
次
の
わ
ず
か
二
例
で
あ
る
。

〔
例
2
〕　�

そ
れ
を
見
て
、
あ
る
人
の
い
は
く
、「
か
き
つ
ば
た
、
と
い
ふ
五
文
字
を
句
の
か
み
に
す
ゑ
て
、
旅
の
心
を
よ
め
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
よ
め
る
。（
九

段
）

〔
例
3
〕　�

親
王
の
の
た
ま
ひ
け
る
、「
交
野
を
狩
り
て
、
天
の
河
の
ほ
と
り
に
い
た
る
、
を
題
に
て
、
歌
よ
み
て
盃
は
さ
せ
」
と
の
た
ま
う
け
れ
ば
、
か
の
馬

の
頭
よ
み
て
奉
り
け
る
。（
八
二
段
）

　

と
も
に
、
歌
題
を
提
示
す
る
会
話
文
の
引
用
で
あ
り
、〔
例
2
〕の
「
い
は
く
」
と
い
う
ク
語
法
は
、
伊
勢
物
語
の
引
用
に
関
わ
る
唯
一
の
例
で
あ
る
。

　

直
前
に
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
会
話
文
の
主
体
を
表
わ
す
名
詞
で
、
一
二
例
（
う
ち
「
男
」
五
例
）
あ
り
、
そ
の
他
は
、
動
詞
（
句
）＋「
て
」
が
七
例
、
動

詞
（
句
）＋「
ば
」
が
四
例
な
ど
で
あ
る
。

　

会
話
文
直
後
の
表
現
と
し
て
は
、
す
べ
て
が
「
と
」
と
い
う
助
詞
を
伴
い
、「
と
い
ふ
」（
活
用
形
や
接
続
語
の
如
何
を
問
わ
な
い
）
と
い
う
表
現
が
二
七
例

で
も
っ
と
も
多
く
、
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
を
占
め
る
。「
と
申
す
」「
と
の
た
ま
ふ
」（
各
二
例
）
と
い
う
発
話
動
詞
も
含
め
れ
ば
、
こ
れ
ら
で
ほ
ぼ
四
分
の

三
と
な
る
。
他
に
、「
と
て
」
が
七
例
、「
と
＋
合
は
す
・
問
ふ
・
契
る
・
叩
く
」
が
各
一
例
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
勢
物
語
に
お
け
る
会
話
文
引
用
の
マ
ー
カ
ー

は
ほ
ぼ
、
直
後
の
「
と
」
あ
る
い
は
「
と
て
」
お
よ
び
発
話
動
詞
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

会
話
文
と
直
前
・
直
後
の
地
の
文
と
の
切
れ
続
き
の
パ
タ
ー
ン
別
の
用
例
数
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一
五

　
　

Ⅰ　

地
、「
会
話
文
」、
地　

：
三
五
例

　
　

Ⅱ　

地
。「
会
話
文
」、
地　

：　

七
例

　
　

Ⅲ　

地
、「
会
話
文
」。
地　

：　

〇
例

　
　

Ⅳ　

地
。「
会
話
文
」。
地　

：　

〇
例

　

Ⅲ
と
Ⅳ
の
パ
タ
ー
ン
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
伊
勢
物
語
に
お
け
る
会
話
文
の
引
用
は
す
べ
て
、
直
後
の
地
の
文
と
つ
な
が
っ
た
形
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
に
示
し
た
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
助
詞
「
と
」
が
来
て
、
以
下
の
表
現
に
続
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

Ⅱ
の
七
例
の
う
ち
、
次
の
一
例
を
別
に
す
れ
ば
、
会
話
文
直
前
の
地
の
文
の
一
文
内
に
、
次
に
会
話
文
が
来
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
カ
ー
は
認
め
ら
れ
な
い
。

〔
例
4
〕　
〔
歌
〕。「
な
ど
か
く
し
も
よ
む
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、（
一
〇
一
段
）

　

こ
の
例
は
、
歌
の
引
用
に
続
く
も
の
で
、
会
話
文
中
の
「
か
く
」
と
い
う
指
示
語
が
現
場
指
示
の
用
法
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
脈
的
に
も
直
前
の
歌
を
指
し

示
す
働
き
を
し
て
い
る
の
で
、
直
前
の
歌
自
体
は
引
用
マ
ー
カ
ー
と
は
な
り
え
な
い
が
、
会
話
文
と
の
結
び
付
き
は
強
い
と
い
え
る
。

2-

4　

会
話
文
引
用
の
比
較

　

ま
ず
、
会
話
文
の
引
用
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

会
話
文
数�

概
算
頁
数�

頻
度
（
回
／
頁
）

　
　

土
左
日
記�

四
七�

四
二�

一
・
一

　
　

古
事
記�

三
四
二�

一
八
五�

一
・
八

　
　

伊
勢
物
語�

四
二�

一
〇
二�

〇
・
四

　

実
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
平
均
頻
度
を
見
て
も
、
古
事
記
の
引
用
数
が
も
っ
と
も
多
い
。
こ
こ
で
は
示
さ
な
い
が
、
会
話
文
の
分
量
も
考
慮
す
れ
ば
、
さ

ら
に
古
事
記
に
お
け
る
会
話
文
の
比
重
は
大
き
く
な
る
。
対
す
る
に
、
伊
勢
物
語
の
引
用
数
は
も
っ
と
も
少
な
く
、
段
数
か
ら
見
て
も
、
三
段
に
一
例
と
い
う



一
六

程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
れ
ば
、
土
左
日
記
は
ほ
ぼ
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
。

　

各
作
品
の
会
話
文
直
前
の
表
現
形
式
の
あ
り
よ
う
を
改
め
て
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

土
左
日
記
で
は
、
会
話
文
引
用
の
マ
ー
カ
ー
と
み
な
せ
る
「
い
ふ
」
と
い
う
語
が
あ
る
の
が
全
体
の
約
三
割
、
そ
の
半
分
が
ク
語
法
で
あ
る
。
古
事
記
で
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
に
、「
言
は
く
」
を
中
心
と
し
た
、
発
話
行
為
を
表
わ
す
動
詞
（
句
）
の
ク
語
法
が
引
用
マ
ー
カ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
物
語
で
は
、

会
話
文
の
直
前
表
現
に
引
用
マ
ー
カ
ー
と
み
な
せ
る
の
は
、
わ
ず
か
二
例
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
三
作
品
の
会
話
文
直
前
の
表
現
形
式
を
、
引
用
マ
ー
カ
ー
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
相
違
は
き
わ
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
古
事
記
に
お
い
て
ほ

ぼ
定
型
で
あ
っ
た
「
言
は
く
」
な
ど
の
ク
語
法
に
よ
る
マ
ー
カ
ー
が
、
土
左
日
記
で
は
三
割
程
度
と
な
り
、
伊
勢
物
語
で
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
う
、
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
土
左
日
記
は
過
渡
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

対
す
る
に
、
各
作
品
の
会
話
文
直
後
の
表
現
形
式
の
あ
り
よ
う
を
ま
と
め
て
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

土
左
日
記
で
は
、「
と
い
ふ
」
を
中
心
と
し
た
「
と
＋
発
話
動
詞
（
句
）」
が
全
体
の
八
割
以
上
を
占
め
る
。
古
事
記
で
は
、
そ
の
す
べ
て
に
、「
と
言
ふ
」

な
ど
の
「
と
＋
発
話
動
詞
（
句
）」
が
続
く
。
伊
勢
物
語
で
は
、「
と
い
ふ
」
を
中
心
と
し
た
「
と
＋
発
話
動
詞
（
句
）」
が
ほ
ぼ
四
分
の
三
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
会
話
文
の
直
後
に
関
し
て
は
、
三
作
品
の
間
に
大
き
な
差
は
な
く
、「
と
い
ふ
」
と
い
う
、
会
話
文
を
受
け
、
そ
の
引
用
マ
ー
カ
ー
と
な
る

表
現
が
お
お
よ
そ
定
着
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
土
左
日
記
の
み
の
特
有
な
点
は
認
め
が
た
い
。

　

会
話
文
の
直
前
・
直
後
と
の
断
続
関
係
に
つ
い
て
は
、
各
作
品
の
表
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

土
左
日
記�

古
事
記�
伊
勢
物
語

　
　

Ⅰ　

地
、「
会
話
文
」、
地�

三
〇�

三
三
九�
三
五

　
　

Ⅱ　

地
。「
会
話
文
」、
地�

一
六�

二�
七

　
　

Ⅲ　

地
、「
会
話
文
」。
地�

二�

一�

〇

　
　

Ⅳ　

地
。「
会
話
文
」。
地�

一�

〇�

〇

　

三
作
品
と
も
、
Ⅰ
の
パ
タ
ー
ン
、
す
な
わ
ち
、
会
話
文
と
前
後
の
地
の
文
が
連
続
し
て
一
文
に
な
る
ケ
ー
ス
が
主
流
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、

土
左
日
記
は
、
Ⅰ
の
割
合
が
も
っ
と
も
低
く
、
四
パ
タ
ー
ン
す
べ
て
に
用
例
が
あ
り
、
さ
ら
に
Ⅱ
の
割
合
が
高
い
、
な
ど
の
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一
七

　

以
上
よ
り
、
土
左
日
記
に
お
け
る
会
話
文
を
引
用
す
る
際
の
表
現
形
式
に
関
す
る
特
徴
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
引
用
マ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
会
話
文
直

後
の
「
と
＋
発
話
動
詞
（
句
）」
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
直
前
表
現
や
、
前
後
の
切
れ
続
き
に
関
し
て
は
多
様
性
を
見
せ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

な
お
、
引
用
文
と
表
記
様
式
と
の
関
係
を
見
る
と
、
ど
の
作
品
に
お
い
て
も
、
地
の
文
と
会
話
文
と
を
区
別
す
る
方
法
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

3　

歌
の
直
前
・
直
後
の
表
現
形
式

3-

1　

土
左
日
記
に
お
け
る
歌

　

土
左
日
記
に
引
用
さ
れ
て
い
る
歌
、
全
六
〇
例
の
う
ち
、
直
前
で
は
ほ
ぼ
半
数
の
二
九
例
が
「
歌
」
で
終
わ
り
（「
歌
は
」
の
二
例
を
含
む
）、
続
い
て
一
八

例
が
「
よ
む
」（「
よ
め
る
・
よ
め
り
け
る
」
を
含
む
）
で
あ
り
、
両
者
合
わ
せ
て
約
八
割
が
、
次
に
歌
の
引
用
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
マ
ー
カ
ー
に
な
っ
て

い
る
。

　

直
後
表
現
と
し
て
は
、
六
〇
例
の
歌
の
う
ち
、
四
例
が
引
用
歌
で
そ
の
日
の
記
述
が
終
わ
る
の
で
、
対
象
と
な
る
の
は
五
六
例
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
半
分

近
く
の
二
六
例
が
「
と
」
と
い
う
助
詞
で
あ
り
、「
と
ぞ
」
九
例
、「
と
な
む
」
五
例
、「
と
や
」
二
例
（
こ
れ
ら
は
、
こ
の
形
で
文
が
終
わ
る
）、「
と
い
ふ
」

九
例
、「
と
う
た
ふ
」
一
例
と
、
続
く
。
他
に
、
指
示
語
が
一
一
例
（「
こ
の
」
四
例
、「
こ
れ
」「
か
く
」
各
三
例
、「
こ
こ
」
一
例
、
コ
系
の
み
）、
接
続
詞
が

七
例
（「
ま
た
」
五
例
の
ほ
か
、「
さ
て
」「
か
く
て
」
各
一
例
）、
見
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
土
左
日
記
で
は
、
歌
の
直
後
は
、「
と
」
と
い
う
助
詞
が
受
け
る
形
が
主
流
で
あ
り
、
指
示
語
を
含
め
る
と
、
約
七
割
に
お
い
て
、
歌
と
の
つ
な

が
り
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

会
話
文
の
場
合
と
同
様
に
、
歌
と
、
そ
の
直
前
・
直
後
の
地
の
文
と
の
関
係
の
あ
り
よ
う
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

Ⅰ　

地
、〔
歌
〕、
地　

：
二
九
例
（
四
八
・
三
％
）

　
　

Ⅱ　

地
。〔
歌
〕、
地　

：　

一
例
（　

一
・
七
％
）

　
　

Ⅲ　

地
、〔
歌
〕。
地　

：
二
五
例
（
四
一
・
七
％
）



一
八

　
　

Ⅳ　

地
。〔
歌
〕。
地　

：　

五
例
（��

八
・
三
％
）

　

土
左
日
記
で
は
、
歌
の
引
用
に
関
し
て
も
、
Ⅰ
～
Ⅳ
の
四
パ
タ
ー
ン
す
べ
て
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
Ⅱ
と
Ⅳ
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
Ⅰ
と
Ⅲ
が
拮
抗
し
て
い

て
、
こ
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
全
体
の
九
〇
％
に
な
る
。
つ
ま
り
、
土
左
日
記
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
歌
が
直
前
の
地
の
文
と
連
続
し
て
一
文
に
な
る
形
で
引
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
直
後
の
地
の
文
と
は
、
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
（
Ⅰ
と
Ⅱ
）
と
切
れ
て
い
る
場
合
（
Ⅲ
と
Ⅳ
）
と
で
、
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
。

　

歌
の
直
前
と
直
後
の
表
現
に
、
同
義
あ
る
い
は
類
義
の
語
句
の
反
復
が
見
ら
れ
る
の
が
二
八
例
と
、
約
半
分
に
見
ら
れ
る
。
中
で
も
、
直
前
で
「
よ
む
」、

直
後
で
「
い
ふ
」
が
一
四
例
も
あ
り
、
他
に
「
よ
む
―
よ
む
」
と
「
い
ふ
―
い
ふ
」
が
各
三
例
、「
い
ふ
―
よ
む
」
が
二
例
、「
う
た
ふ
―
う
た
ふ
」
が
一
例
あ
っ

て
、
歌
を
詠
む
行
動
を
表
わ
す
動
詞
の
反
復
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

　

Ⅱ
の
一
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
例
1
〕　

ま
だ
幼
き
童
の
言
な
れ
ば
、
人
々
笑
ふ
と
き
に
、
あ
り
け
る
女
童
な
む
、
こ
の
歌
を
よ
め
る
。〔
歌
〕
と
ぞ
い
へ
る
。（
一
月
十
一
日
）

　

直
前
の
地
の
文
に
あ
る
「
こ
の
歌
」
の
「
こ
の
」
は
、
後
方
指
示
つ
ま
り
次
に
引
用
さ
れ
る
歌
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
、
文
は
切
れ
て
い
る
も
の
の
、「
よ

め
る
」
と
と
も
に
、
歌
引
用
の
マ
ー
カ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

Ⅳ
の
四
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
例
2
〕　

か
か
れ
ど
、
こ
の
歌
を
ひ
と
り
ご
と
に
し
て
、
や
み
ぬ
。〔
歌
〕。
か
く
て
、
宇
多
の
松
原
を
行
き
過
ぐ
。（
一
月
九
日
）

〔
例
3
〕　

七
十
路
、
八
十
路
は
、
海
に
あ
る
も
の
な
り
。〔
歌
〕。
楫
取
い
へ
」。（
一
月
二
一
日
）

〔
例
4
〕　�

か
の
船
酔
ひ
の
淡
路
の
島
の
大
御
、
み
や
こ
近
く
な
り
ぬ
と
い
ふ
を
喜
び
て
、
船
底
よ
り
頭
を
も
た
げ
て
、
か
く
ぞ
い
へ
る
。〔
歌
〕。
い
と
思
ひ
の

ほ
か
な
る
人
の
い
へ
れ
ば
、
人
々
あ
や
し
が
る
。（
二
月
六
日
）

〔
例
5
〕　�

今
、
今
日
あ
る
人
、
と
こ
ろ
に
似
た
る
歌
よ
め
り
。〔
歌
①
〕。
ま
た
、
あ
る
人
の
よ
め
る
、〔
歌
②
〕
と
い
ひ
つ
つ
ぞ
、
み
や
こ
の
近
づ
く
を
喜
び

つ
つ
上
る
。（
二
月
九
日
）



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一
九

　
〔
例
2
〕と〔
例
4
〕は〔
例
1
〕と
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
直
前
の
地
の
文
に
あ
る
「
こ
の
歌
を
ひ
と
り
ご
と
に
し
て
」
の
「
こ
の
歌
」、「
か
く
ぞ
い
へ
る
」
の
「
か

く
」
と
い
う
指
示
表
現
が
後
方
指
示
の
用
法
と
し
て
、
次
の
歌
の
引
用
を
予
告
し
て
い
る
。〔
例
3
〕は
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
例
で
あ
る
が
、
歌
の
直
前
と
直

後
の
地
の
文
に
は
、
歌
の
引
用
に
関
わ
る
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
歌
と
直
後
の
地
の
文
と
の
関
係
で
は
、
諸
説
あ
る
が
、「
わ
が
髪
の
雪
と
磯
辺
の

白
波
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
沖
つ
島
守
」
と
い
う
当
該
歌
へ
の
返
答
を
楫
取
に
求
め
た
と
す
れ
ば
、
内
容
的
な
つ
な
が
り
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。〔
例
5
〕

に
お
い
て
Ⅳ
に
相
当
す
る
の
は
歌
①
で
あ
る
が
、
そ
の
直
前
の
「
歌
よ
め
り
」
も
、
歌
②
の
直
後
の
「
と
い
ひ
」
も
、
二
つ
の
歌
を
一
緒
に
扱
っ
て
の
表
現
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

3-

2　

古
事
記
に
お
け
る
歌

　

古
事
記
に
引
用
さ
れ
た
歌
は
一
一
二
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
一
一
例
も
が
「
曰
（
い
）
は
く
」
と
い
う
「
曰
ふ
」
の
ク
語
法
の
形
で
訓
ま
れ
、
残
り
一
例
も

「
白
（
ま
を
）
さ
く
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
曰
は
く
」
一
一
一
例
の
う
ち
、
七
七
例
が
「
歌
ひ
て
曰
は
く
」、
二
七
例
が
「
歌
に
曰
は
く
」
の
よ
う
に
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
引
用
に
先
立
っ
て
「
歌
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

歌
直
後
の
表
現
と
し
て
は
、
指
示
語
が
五
九
例
、
接
続
詞
が
四
七
例
と
、
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
る
。

　

主
た
る
指
示
語
と
し
て
は
、「
爾
（
し
か
）
く
し
て
」
一
八
例
、「
此
（
こ
）
の
」
一
三
例
、「
如
此
（
か
く
）」
一
一
例
、「
是
（
こ
こ
）」
八
例
、「
此
（
こ
れ
）」

七
例
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
コ
系
の
近
称
が
目
立
ち
、
前
方
指
示
の
用
法
と
し
て
、
直
前
の
歌
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
歌
を
詠
む
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
接
続
詞
と
し
て
は
、「
故
（
か
れ
）」
二
二
例
、「
又
（
ま
た
）」
二
〇
例
、「
即
（
す
な
は
）
ち
」
五
例
、
の
三
語
に
限
ら
れ
る
。
接
続
詞
は
前

後
の
文
の
関
係
の
仕
方
自
体
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
の
文
か
歌
の
引
用
か
と
い
う
直
前
の
文
の
位
相
・
文
体
の
違
い
に
は
直
接
、
関
与
し
て
い
な
い
。

　

古
事
記
に
お
け
る
引
用
歌
と
、
そ
の
直
前
・
直
後
の
地
の
文
と
の
関
係
の
あ
り
よ
う
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

Ⅰ　

地
、〔
歌
〕、
地　

：　
　

〇
例

　
　

Ⅱ　

地
。〔
歌
〕、
地　

：　
　

〇
例

　
　

Ⅲ　

地
、〔
歌
〕。
地　

：
一
一
二
例

　
　

Ⅳ　

地
。〔
歌
〕。
地　

：　
　

〇
例



二
〇

　

結
果
は
見
事
な
ま
で
に
、
Ⅲ
の
一
パ
タ
ー
ン
し
か
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
古
事
記
に
お
け
る
引
用
歌
は
、
直
前
の
地
の
文
に
続
き
、
直
後
の
地
の
文
と
は

切
れ
る
形
で
一
定
し
て
い
る
。

　

直
前
・
直
後
の
地
の
文
に
お
い
て
、
反
復
表
現
が
認
め
ら
れ
る
の
は
三
二
例
、
全
体
の
約
三
割
で
あ
る
。
古
事
記
で
は
、
引
用
歌
の
直
前
表
現
に
、
ほ
ぼ
固

定
的
に
、
次
に
歌
の
引
用
が
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
う
え
で
な
お
直
後
表
現
に
引
用
歌
に
関
わ
る
反
復
が
見
ら
れ
る
の
は
、
次

に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
歌
の
出
自
や
性
格
を
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
か
、「
如
此
歌
ひ
て
」
の
よ
う
に
、
次
の
展
開
に
続
け
る
必
要
が
あ
る
場
合
か
、
で
あ
る
。

〔
例
1
〕　�

爾
く
し
て
、
其
の
大
前
小
前
宿
禰
、
手
を
挙
げ
膝
を
打
ち
て
、
儛
ひ
か
な
で
、
歌
ひ
て
参
ゐ
来
た
り
。
其
の
歌
に
曰
は
く
、〔
歌
〕。
此
の
歌
は
、
宮

人
振
ぞ
。（
下
・
三
二
一
）

〔
例
2
〕　

故
、
其
の
土
雲
を
打
た
む
こ
と
を
明
せ
る
歌
に
曰
は
く
、〔
歌
〕。
如
此
歌
ひ
て
、
刀
を
抜
き
て
一
時
に
打
ち
殺
し
き
。（
中
・
一
五
四
）

3-

3　

伊
勢
物
語
に
お
け
る
歌

　

伊
勢
物
語
の
引
用
歌
は
二
一
〇
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
直
前
の
地
の
文
に
は
、
動
詞
（「
い
ふ
」「
み
る
」「
き
く
」
な
ど
）＋
助
詞
（「
て
」「
ば
」「
と
て
」

な
ど
）
が
五
七
例
、「
よ
む
」（「
よ
め
る
」「
よ
み
け
る
」
を
含
む
）
二
六
例
、「
返
し
」
が
二
四
例
、「
や
る
」（「
い
ひ
や
る
」「
よ
み
て
や
る
」
を
含
む
）
一

六
例
、「
男
」
が
一
四
例
、「
女
」
が
六
例
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
で
約
七
割
を
占
め
る
。

　

こ
の
中
で
、「
よ
む
」「
や
る
」
そ
し
て
「
返
し
」
の
場
合
に
は
、
次
に
歌
が
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
マ
ー
カ
ー
と
な
る
が
、
全
体
の
三
割
程
度
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
動
詞
＋
助
詞
の
場
合
は
、
結
果
的
に
は
そ
れ
が
表
す
行
為
に
よ
り
歌
が
詠
ま
れ
る
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
表
現
自

体
が
歌
の
引
用
を
予
告
す
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
男
」
や
「
女
」
の
場
合
も
、
そ
れ
が
詠
歌
主
体
で
あ
る
こ
と
が
、
次
に
歌
が
引
用
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
遡
及
的
に
そ
れ
と
分
か
る
表
現
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
伊
勢
物
語
で
は
、
直
前
の
表
現
形
式
が
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
次
に
歌
の
引
用
が
来
る
こ
と
を
示
す
予
告
性
が
薄
く
な
っ
て
い
る

と
い
え
る
。

　

直
後
の
地
の
文
と
し
て
対
象
に
な
る
の
は
、
二
一
〇
例
の
約
三
割
に
及
ぶ
六
五
例
の
引
用
歌
が
、
そ
の
章
段
の
結
尾
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
（
こ
れ
自
体
の



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

二
一

あ
り
よ
う
も
検
討
の
価
値
が
あ
ろ
う
）、
一
四
五
例
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で
、
半
分
以
上
の
七
六
例
の
歌
を
、「
と
」
と
い
う
助
詞
が
受
け
、「
と
い
ふ
」（
三
一
例
）「
と
よ
む
」（
二
九
例
）「
と
て
」（
一
〇
例
）
な
ど
の
よ

う
に
接
続
す
る
。
他
に
、
人
名
詞
一
七
例
（
う
ち
「
女
」
七
例
、「
男
」
二
例
）、「
返
し
」
一
三
例
、
指
示
語
三
例
（「
こ
れ
」）、
接
続
詞
六
例
（「
ま
た
」）
な

ど
が
あ
る
。

　

伊
勢
物
語
に
お
け
る
引
用
歌
と
、
そ
の
直
前
・
直
後
の
地
の
文
と
の
関
係
の
あ
り
よ
う
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

Ⅰ　

地
、〔
歌
〕、
地　

：
五
〇
例
（
二
三
・
八
％
）

　
　

Ⅱ　

地
。〔
歌
〕、
地　

：
二
九
例
（
一
三
・
八
％
）

　
　

Ⅲ　

地
、〔
歌
〕。
地　

：
八
一
例
（
三
八
・
六
％
）

　
　

Ⅳ　

地
。〔
歌
〕。
地　

：
五
〇
例
（
二
三
・
八
％
）

　

伊
勢
物
語
に
は
、
Ⅰ
～
Ⅳ
の
四
パ
タ
ー
ン
す
べ
て
が
見
ら
れ
、
か
つ
用
例
も
各
パ
タ
ー
ン
に
分
散
し
て
い
る
。
直
前
と
直
後
そ
れ
ぞ
れ
の
切
れ
続
き
の
傾
向

を
見
て
も
、
直
前
で
は
続
く
ほ
う
が
、
直
後
で
は
切
れ
る
ほ
う
が
優
勢
で
は
あ
る
も
の
の
、
顕
著
な
傾
向
と
ま
で
は
言
い
が
た
い
。

　

直
前
・
直
後
の
地
の
文
に
お
い
て
、
反
復
表
現
が
認
め
ら
れ
る
の
は
三
二
例
、
全
体
の
約
二
割
で
あ
る
。
そ
の
中
で
目
を
引
く
の
は
、「
～
よ
め
る
。〔
歌
〕、

と
よ
み
～
」
の
よ
う
に
、「
よ
む
」
を
繰
り
返
す
の
が
一
〇
例
あ
る
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

　

以
下
に
は
、
各
パ
タ
ー
ン
に
お
け
る
、
歌
引
用
の
マ
ー
カ
ー
が
認
め
ら
れ
る
例
を
挙
げ
る
（
マ
ー
カ
ー
に
は
傍
線
を
付
す
）。

　
　

Ⅰ　
〔
例
〕
女
、
返
し
、〔
歌
〕
と
よ
め
り
け
る
に
め
で
て
、
ゆ
か
む
と
思
ふ
心
な
く
な
り
に
け
り
。（
一
二
三
段
）

　
　

Ⅱ　
〔
例
〕
男
、
泣
く
泣
く
よ
め
る
。〔
歌
〕
と
よ
み
て
絶
え
入
り
に
け
り
。（
四
〇
段
）

　
　

Ⅲ　
〔
例
〕
物
語
な
ど
し
て
、
男
、〔
歌
〕。
こ
の
歌
に
め
で
て
あ
ひ
に
け
り
。（
九
五
段
）

　
　

Ⅳ　
〔
例
〕
か
の
友
だ
ち
に
こ
れ
を
見
て
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
て
、
夜
の
物
ま
で
お
く
り
て
よ
め
る
。〔
歌
〕。
か
く
い
ひ
や
り
た
り
け
れ
ば
、（
一
六
段
）



二
二

3-

4　

歌
引
用
の
比
較

　

歌
の
引
用
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
数　
　

概
算
頁
数　
　

頻
度
（
回
／
頁
）

　
　

土
左
日
記　
　
　

五
九　
　
　
　

四
二　
　

一
・
四

　
　

古
事
記　
　
　

一
一
二　
　
　

一
八
五　
　

〇
・
六

　
　

伊
勢
物
語　
　

二
一
〇　
　
　

一
〇
二　
　

二
・
一

　

三
作
品
の
中
で
は
、
伊
勢
物
語
が
用
例
数
も
平
均
頻
度
数
も
も
っ
と
も
多
い
。
古
事
記
は
頻
度
が
最
低
で
あ
る
が
、
各
歌
（
歌
謡
）
の
分
量
が
和
歌
に
比
べ

る
と
多
い
の
で
、
地
の
文
に
対
し
て
は
、
頻
度
以
上
の
比
重
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
れ
ば
、
土
左
日
記
は
用
例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
頻
度
と
し
て
は
ほ
ぼ

中
間
的
な
位
置
に
あ
る
。

　

各
作
品
の
歌
直
前
の
表
現
形
式
の
あ
り
よ
う
を
改
め
て
示
せ
ば
、
土
左
日
記
で
は
、「
歌
」
か
「
よ
む
」
の
両
者
を
合
わ
せ
て
約
八
割
が
、
次
に
歌
の
引
用

が
あ
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
古
事
記
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
「
歌
ひ
て
曰
は
く
」
か
「
歌
に
曰
は
く
」
で
あ
り
、
引
用
に
先
立
っ
て

「
歌
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
物
語
で
は
、
直
前
の
表
現
形
式
が
多
様
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
直
接
に
は
次
に
歌
の
引
用
が
来
る
こ
と
を
示

さ
な
い
表
現
の
ほ
う
が
多
い
。

　

以
上
よ
り
、
三
作
品
の
歌
直
前
の
表
現
形
式
を
、
引
用
マ
ー
カ
ー
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
古
事
記
に
お
い
て
ほ
ぼ
固
定
し
た
「
歌
・
曰
は
く
」
と
い
う
マ
ー

カ
ー
が
、
土
左
日
記
で
は
「
歌
」
か
「
よ
む
」
と
い
う
表
現
に
と
っ
て
代
わ
り
、
伊
勢
物
語
で
は
定
型
的
な
マ
ー
カ
ー
が
マ
イ
ナ
ー
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
土
左
日
記
は
、
会
話
文
と
同
じ
く
、
過
渡
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

対
す
る
に
、
各
作
品
の
歌
直
後
の
表
現
形
式
の
あ
り
よ
う
を
ま
と
め
て
示
せ
ば
、
土
左
日
記
で
は
、「
と
」
と
い
う
助
詞
が
歌
を
受
け
る
形
が
主
流
で
あ
り
、

指
示
語
も
含
め
る
と
、
約
七
割
に
お
い
て
、
歌
と
の
つ
な
が
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
古
事
記
で
は
、
歌
と
の
内
容
的
な
つ
な
が
り
を
示
す
指
示
語
と
、
歌
と
は

切
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
接
続
詞
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
る
。
伊
勢
物
語
で
は
、「
と
」
と
い
う
助
詞
が
歌
を
受
け
る
形
が
半
分
以
上
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
多
様

な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

二
三

　

歌
の
直
後
表
現
に
関
し
て
は
、
古
事
記
と
他
の
二
作
品
と
の
間
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
引
用
マ
ー
カ
ー
の
典
型
と
い
え
る
助
詞
「
と
」
が
歌
を
受
け
る
か

受
け
な
い
か
、
で
あ
る
。
土
左
日
記
と
伊
勢
物
語
を
比
べ
る
と
、
歌
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
表
現
が
土
左
日
記
の
ほ
う
に
は
多
い
と
い
え
る
。

　

歌
の
直
前
・
直
後
と
の
断
続
関
係
に
つ
い
て
は
、
各
作
品
の
表
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

土
左
日
記�

古
事
記�

伊
勢
物
語

　
　

Ⅰ　

地
、〔
歌
〕、
地�

二
九�

〇�

五
〇

　
　

Ⅱ　

地
。〔
歌
〕、 
地�

一�

〇�

二
九

　
　

Ⅲ　

地
、〔
歌
〕。
地�

二
五�

一
一
二�

八
一

　
　

Ⅳ　

地
。〔
歌
〕。
地�

四�

〇�

五
〇

　

古
事
記
に
お
い
て
一
パ
タ
ー
ン
の
み
だ
っ
た
の
が
、
土
左
日
記
、
伊
勢
物
語
に
な
る
と
、
多
様
化
か
つ
分
散
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
土
左
日
記
と
伊

勢
物
語
で
は
、
伊
勢
物
語
の
ほ
う
が
歌
で
一
文
が
終
わ
る
傾
向
が
強
い
と
い
え
る
。

　

以
上
よ
り
、
土
左
日
記
に
お
け
る
、
歌
を
引
用
す
る
際
の
表
現
形
式
に
関
す
る
特
徴
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
引
用
マ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
直
前
の
「
歌
」

あ
る
い
は
「
よ
む
」
と
、
直
後
の
「
と
」
あ
る
い
は
指
示
語
と
い
う
、
前
後
の
表
現
が
機
能
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
表
記
様
式
と
の
関
係
を
、
各
作
品
の
影
印
本
に
よ
っ
て
見
て
み
る
と
（
次
頁
を
参
照
）、
地
の
文
と
歌
と
の
区
別
に
関
し
て
は
、
次
の
こ
と
が

明
ら
か
に
指
摘
で
き
る
。

　

古
事
記
に
お
け
る
引
用
歌
は
地
の
文
と
ま
っ
た
く
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
本
文
と
し
て
連
続
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
歌
も
地
の
文
も
文
字
は
同
じ
漢
字

か
つ
同
じ
書
体
で
あ
る
か
ら
、
一
見
し
て
の
両
者
の
区
別
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

土
左
日
記
で
は
、
引
用
歌
も
地
の
文
も
同
じ
平
仮
名
で
連
続
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、
■
で
表
示
し
た
よ
う
に
、
直
前
の
地

の
文
と
歌
の
始
ま
り
と
の
間
に
は
一
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
歌
の
終
り
と
直
後
の
地
の
文
に
は
、
そ
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
は
認

め
ら
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
歌
の
始
ま
り
に
関
し
て
は
、
地
の
文
と
区
別
す
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
（
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
池
田
和
臣
（
二
〇
〇
二
）「
源
氏
物
語
の
文
体
形
成
」（『
国
語
と
国
文
学
』
九
三
九
）
に
指
摘
が
あ
る
）。

　

伊
勢
物
語
で
は
、
引
用
歌
の
直
前
も
直
後
も
改
行
さ
れ
て
あ
り
、
し
か
も
歌
は
一
字
下
げ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
歌
と
地
の
文
と
の
区
別
は
一
目
瞭
然
で
あ



二
四

〔御所本伊勢物語〕

〔青谿書屋本土左日記〕

〔真福寺本古事記〕



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

二
五

る
。
こ
れ
自
体
は
現
代
の
活
字
本
と
ほ
ぼ
同
じ
体
裁
と
い
え
る
が
、
も
と
も
と
は
歌
集
に
お
け
る
、
詞
書
・
歌
・
左
注
の
表
記
様
式
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

4　

会
話
文
と
歌
の
引
用
比
較

4-

1　

土
左
日
記
に
お
け
る
会
話
文
と
歌

　

直
前
の
地
の
文
に
つ
い
て
は
、
会
話
文
の
引
用
の
場
合
は
、
約
三
割
に
「
い
は
く
」
な
ど
の
形
で
「
い
ふ
」
と
い
う
動
詞
（
句
）
の
マ
ー
カ
ー
が
見
ら
れ
る

程
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
歌
の
引
用
の
場
合
は
、
約
八
割
に
「
歌
」
あ
る
い
は
「
よ
む
」
と
い
う
マ
ー
カ
ー
が
見
ら
れ
る
。

　

直
後
の
地
の
文
に
つ
い
て
は
、
会
話
文
の
引
用
の
場
合
は
、
八
割
以
上
に
助
詞
「
と
」
と
い
う
マ
ー
カ
ー
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
歌
の
引
用
の
場
合
は
、
助

詞
「
と
」
と
い
う
マ
ー
カ
ー
が
半
分
近
く
し
か
な
い
。

　

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
土
左
日
記
で
は
、
会
話
文
を
引
用
す
る
際
に
は
、
主
と
し
て
直
後
の
地
の
文
に
お
い
て
、
歌
を
引
用
す
る
際
に
は
、
主
と
し
て
直
前
の

地
の
文
に
お
い
て
、
引
用
マ
ー
カ
ー
が
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

直
前
・
直
後
の
地
の
文
と
の
切
れ
続
き
に
関
し
て
は
、
会
話
文
の
場
合
も
歌
の
場
合
も
、
す
べ
て
の
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
が
、
会
話
文
は
、
直
前
と
も

直
後
と
も
つ
な
が
っ
て
一
文
と
な
る
の
が
過
半
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
歌
は
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
と
、
歌
で
一
文
が
終
わ
る
パ
タ
ー
ン
と
に
二
分
さ
れ
る
。

4-

2　

古
事
記
に
お
け
る
会
話
文
と
歌

　

直
前
表
現
に
関
し
て
は
、
会
話
文
の
引
用
の
場
合
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
曰
は
く
」
な
ど
の
発
話
動
詞
（
句
）
の
ク
語
法
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
、
歌
の

引
用
の
場
合
も
同
じ
く
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
「
歌
・
曰
は
く
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
。
藤
井
貞
和
（
一
九
九
五
）「
古
叙
事
と
し
て
の
文
体
」

（『
上
代
文
学
』
七
四
）
が
、「
平
安
和
文
の
多
く
は
会
話
文
を
有
し
、
地
の
文
と
区
別
さ
れ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
先
立
つ
古
事
記
で
は
「
会
話
文
群
（
歌

謡
や
諺
を
含
む
）
が
、
地
の
文
か
ら
は
っ
き
り
と
分
か
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
、
き
わ
め
て
そ
の
点
が
印
象
に
残
る
」
と
い
う
の
は
、
と
く
に
こ
の
点
に
関

係
し
て
い
よ
う
。



二
六

　

直
後
表
現
に
関
し
て
は
、
会
話
文
の
引
用
の
際
は
、
す
べ
て
が
助
詞
「
と
」
＋
発
話
に
関
わ
る
動
詞
（
句
）
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

歌
の
引
用
の
際
は
、
歌
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
指
示
語
と
、
示
さ
な
い
接
続
詞
と
に
二
分
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
古
事
記
で
は
、
会
話
文
を
引
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
直
前
・
直
後
の
地
の
文
に
お
い
て
、
歌
を
引
用
す
る
際
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
直
前
の

地
の
文
に
お
い
て
、
引
用
マ
ー
カ
ー
が
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

直
前
・
直
後
の
地
の
文
と
の
切
れ
続
き
に
関
し
て
は
、
古
事
記
で
は
、
会
話
文
の
場
合
は
、
直
前
お
よ
び
直
後
の
地
の
文
に
含
ま
れ
て
一
文
を
成
す
例
が
圧

倒
的
に
多
い
の
に
対
し
て
、
歌
の
場
合
は
、
直
前
の
地
の
文
に
続
き
、
直
後
の
地
の
文
と
は
切
れ
る
形
で
一
定
し
て
い
る
。

4-

3　

伊
勢
物
語
に
お
け
る
会
話
文
と
歌

　

直
前
表
現
と
し
て
、
会
話
文
の
場
合
は
、
そ
の
引
用
マ
ー
カ
ー
と
な
る
も
の
が
二
例
し
か
な
く
、
歌
引
用
の
際
も
、「
よ
む
」
や
「
返
し
」
な
ど
の
、
マ
ー
カ
ー

に
な
り
う
る
語
も
四
分
の
一
程
度
し
か
な
い
。

　

直
後
表
現
と
し
て
は
、
会
話
文
の
場
合
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
お
い
て
助
詞
「
と
」
お
よ
び
発
話
動
詞
が
引
用
マ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
歌
の
引
用
の
場
合
は
、
助

詞
「
と
」
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
る
の
が
半
分
く
ら
い
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
伊
勢
物
語
に
お
い
て
は
、
会
話
文
の
引
用
は
お
も
に
直
後
表
現
の
助
詞
「
と
」
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
歌
の
引
用
は
直
前
の

「
よ
む
」
や
「
返
し
」、
直
後
の
助
詞
「
と
」
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
そ
れ
ほ
ど
強
い
傾
向
は
持
っ
て
い
な
い
。

　

直
前
・
直
後
の
地
の
文
と
の
切
れ
続
き
に
関
し
て
は
、
会
話
文
の
場
合
は
す
べ
て
、
直
後
の
地
の
文
と
つ
な
が
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
歌
の

場
合
は
、
各
パ
タ
ー
ン
に
分
散
し
て
い
る
。

4-

4　

会
話
文
と
歌
の
引
用
の
比
較

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
三
作
品
に
お
け
る
、
会
話
文
と
歌
の
引
用
に
関
す
る
特
徴
・
傾
向
を
ま
と
め
る
と
、
次
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
（「
直
前
」「
直
後
」
の

〇
は
、
引
用
マ
ー
カ
ー
が
顕
著
、
△
は
、
そ
れ
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
断
続
」
の
〇
は
、
特
定
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
、
△
は
、
そ
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
示
す
）。



土
左
日
記
の
引
用
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

二
七

　

三
作
品
を
比
べ
て
み
る
と
、
古
事
記
が
会
話
文
と
歌
と
に
共
通
し
て
、
地
の
文
に
お
け
る
引
用
表
示
性
が
も
っ
と
も
強
く
、

か
つ
ど
ち
ら
の
断
続
の
表
現
パ
タ
ー
ン
も
定
型
化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
伊
勢
物
語
で
は
歌
よ
り
も
会
話
文
の
ほ
う
に
そ
れ

が
目
立
ち
、
土
左
日
記
で
は
会
話
文
と
歌
の
ど
ち
ら
に
も
、
地
の
文
に
お
け
る
、
あ
る
程
度
の
引
用
表
示
性
と
表
現
パ
タ
ー
ン

が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
井
手
至
（
一
九
五
六
）「
和
歌
散
文
連
接
形
式
の
変
遷
」（
井
手
至
（
一
九
九
五
）『
遊
文
録　

国
語
史
篇
一
』（
和

泉
書
院
）
第
七
篇
第
二
章
に
よ
る
）
は
、
歌
直
前
の
地
の
文
を
、（
イ
）体
言
止
め
、（
ロ
）用
言
の
準
体
句
止
め
、（
ハ
）連
用
句

止
め
、（
ニ
）用
言
の
終
止
法
、
の
四
種
に
、
歌
直
後
の
地
の
文
を
、
Ａ
「
と
」
が
使
用
さ
れ
る
形
式
、
Ｂ
「
と
」
が
使
用
さ
れ

な
い
形
式
、
の
二
種
に
分
け
た
う
え
で
、
本
論
で
取
り
上
げ
た
伊
勢
物
語
と
土
左
日
記
に
お
け
る
地
の
文
と
歌
の
関
係
に
関
し

て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

伊
勢
物
語
に
つ
い
て
は
、
直
前
で
は（
イ
）と（
ロ
）が
ほ
と
ん
ど
、
直
後
で
は
Ｂ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
歌
語
り
の

発
展
し
た
単
純
、
単
一
な
構
想
の
物
語
（
説
話
）
の
集
合
で
あ
る
歌
物
語
に
お
い
て
は
、
な
お
、
和
歌
が
み
ず
か
ら
自
足
性
と
独
立
性
と
を
備
え
た
表
現
と
し

て
、
単
純
な
構
想
の
物
語
の
内
容
の
中
心
を
な
す
と
い
う
性
格
を
む
し
ろ
持
ち
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
余
り
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」（
四
一
三

頁
）。

　

土
左
日
記
に
つ
い
て
は
、
直
前
で
は（
イ
）と（
ロ
）が
優
勢
で
あ
り
、
直
後
で
は
Ａ
と
Ｂ
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、「『
土
左
日
記
』
の
和
歌
が
、
歌

集
や
歌
物
語
に
準
じ
る
ぐ
ら
い
、
散
文
に
対
し
て
高
い
地
位
を
保
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
よ
う
で
あ
る
」（
四
二
〇
頁
）。

　

つ
ま
り
、
二
作
品
と
も
、
歌
が
地
の
文
に
対
し
て
「
自
足
性
と
独
立
性
」
を
保
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
後
々
の
歌
物
語
や
作
り
物

語
・
日
記
に
お
い
て
、
直
前
の（
ハ
）や（
ニ
）の
表
現
お
よ
び
直
後
の
Ａ
の
表
現
の
増
加
に
と
も
な
い
、「
地
位
の
低
下
し
た
和
歌
は
、
地
の
文
で
あ
る
散
文
の

引
用
文
と
し
て
、
一
般
の
会
話
（
心
話
）
文
と
同
等
に
遇
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」（
四
一
五
頁
）
の
と
比
べ
て
の
指
摘
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
伊
勢
物
語
に
関
す
る
調
査
結
果
は
異
な
る
も
の
の
、
本
論
の
論
旨
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
は
、

確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
和
文
散
文
と
し
て
、
古
事
記
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
、
第
二
に
、
地
の
文
に
引
用
さ
れ
る
歌
と
会
話
文
と
を
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
る
か
、

直前 直後 断続

会 歌 会 歌 会 歌

土左日記 〇 〇 △ △

古事記 〇 〇 〇 〇 〇

伊勢物語 △ 〇 △ 〇



二
八

そ
し
て
、
第
三
に
、
引
用
と
い
う
現
象
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
で
あ
る
。

　

第
一
に
つ
い
て
は
、
井
手
（
一
九
五
六
）
は
、
お
も
に
平
安
朝
の
作
品
の
和
歌
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、
古
事
記
の
歌
謡
が
対
象
外
で
あ
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
歌
で
は
な
く
、
地
の
文
た
る
和
文
散
文
の
ほ
う
に
主
眼
を
置
く
な
ら
ば
、
古
事
記
も
射
程
内
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
事
記
に
引
用
さ
れ
る
歌

謡
が
、
直
前
に
「
歌
に
曰
は
く
」
と
い
う
表
現
を
と
る
の
は
、（
ロ
）用
言
の
準
体
句
止
め
、
に
相
当
し
、
直
後
が
一
文
と
し
て
切
れ
て
い
る
の
は
、
Ｂ
「
と
」

が
使
用
さ
れ
な
い
形
式
、
に
該
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
井
手
（
一
九
五
六
）
に
従
え
ば
、
古
事
記
と
い
う
散
文
に
お
け
る
歌
謡
こ
そ
が
、
地
の
文
に
対
し
て
、

ま
さ
に
「
自
足
性
と
独
立
性
」
を
一
貫
し
て
保
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
い
た
井
手
（
一
九
五
六
）
の
「
地
位
の
低
下
し
た
和
歌
は
、
地
の
文
で
あ
る
散
文
の
引
用
文
と
し
て
、
一
般
の
会
話
（
心
話
）

文
と
同
等
に
遇
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
い
う
論
述
か
ら
す
れ
ば
、
歌
と
会
話
文
で
は
、
そ
も
そ
も
地
の
文
に
対
す
る
位
置
付
け
が
違
っ
て
い
た
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
伊
勢
物
語
や
土
左
日
記
に
お
い
て
は
、
な
お
維
持
さ
れ
て
い
て
、
歌
は
地
の
文
よ
り
も
上
位
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
会
話
文
は

地
の
文
に
従
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

井
手
（
一
九
五
六
）
は
、
会
話
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
が
、
も
し
「
連
接
形
式
」
つ
ま
り
本
論
で
言
う
直
前
・
直
後

の
表
現
お
よ
び
両
者
と
の
断
続
関
係
か
ら
導
か
れ
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
古
事
記
も
含
め
た
三
作
品
に
お
い
て
、
歌
と
会
話
文
の
両
者
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差

が
あ
る
と
は
み
な
し
が
た
い
。
直
前
表
現
で
は
、
歌
の
ほ
う
に
、
直
後
表
現
で
は
、
会
話
文
の
ほ
う
に
、
特
定
の
引
用
マ
ー
カ
ー
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

断
続
関
係
に
つ
い
て
も
、
伊
勢
物
語
で
両
者
に
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

井
手
（
一
九
五
六
）
の
論
述
を
支
持
し
う
る
と
し
た
ら
、
そ
の
根
拠
は
む
し
ろ
、
表
記
様
式
の
ほ
う
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
伊
勢
物
語
に
お
い
て
は
、
地
の

文
と
連
続
表
記
さ
れ
る
会
話
文
と
、
地
の
文
か
ら
改
行
一
字
下
げ
で
截
然
と
区
別
し
て
表
記
さ
れ
る
歌
と
で
は
、
お
の
ず
と
位
置
付
け
が
異
な
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
点
、
古
事
記
や
土
左
日
記
で
は
、
表
記
様
式
に
関
し
て
も
、
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

　

第
三
に
つ
い
て
は
、
散
文
を
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
、
地
の
文
が
質
的
に
も
量
的
に
も
主
た
る
表
現
な
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
中
に
位
相
・
文
体
の

異
な
る
表
現
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
「
引
用
」
と
言
う
の
な
ら
ば
、
歌
で
あ
れ
会
話
文
で
あ
れ
、
引
用
文
と
し
て
の
、
従
た
る
表
現
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
問
題
に
な
る
の
は
、
た
と
え
従
属
的
な
位
置
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
引
用
文
が
文
章
の
当
該
文
脈
に
と
っ
て
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
か
否
か
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
用
文
と
し
て
の
価
値
が
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
評
価
は
、
解
釈
の
し
か
た
に
も
関
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
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た
だ
に
連
接
形
式
と
い
う
表
現
上
の
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
土
左
日
記
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
引
用
の
表
現
上
の
様
相
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
き
た
。
各
章
節
で
取
り
上
げ
、
ま
と
め
と
し
て
指
摘
し
て
き
た
こ

と
は
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
た
だ
、
詳
説
し
な
か
っ
た
、
引
用
と
く
に
歌
の
表
現
形
式
と
表
記
様
式
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

同
じ
く
引
用
で
あ
り
な
が
ら
、
会
話
文
と
歌
と
で
は
、
表
現
形
式
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
た
が
、
表
記
様
式
と
し
て
も
、
会
話
文
が
地
の
文
と
区
別
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
歌
の
ほ
う
に
は
区
別
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
、
歌
の
引
用
に
係
る
表
記
様
式
上
の
区
別
は
、
作
品
に
よ
る
表
現
形
式
上
の
違

い
と
無
関
係
で
は
な
く
、
表
記
様
式
が
表
現
形
式
の
あ
り
よ
う
を
担
保
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
端
的
な
例
が
、
伊
勢
物
語
で
あ
る
。
表
現
形
式
と
し
て
見
れ
ば
、
古
事
記
や
土
左
日
記
に
比
べ
、
歌
の
直
前
・
直
後
の
地
の
文
は
、
表
現
自
体
も
多
様

で
あ
り
、
歌
と
の
切
れ
続
き
か
ら
も
、
全
体
に
引
用
表
示
性
が
弱
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
記
載
形
式
に
お
け
る
画
然
た
る
区
別
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

可
能
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

そ
の
対
極
に
位
置
す
る
の
が
、
古
事
記
で
あ
る
。
漢
字
の
み
を
連
続
的
に
使
用
す
る
表
記
様
式
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
る
地
の
文
と
引
用
歌
と
の
区
別
は

不
可
能
で
あ
り
、
両
者
の
区
別
を
示
す
た
め
に
は
、
表
現
形
式
に
お
い
て
、
引
用
直
前
に
、
会
話
文
で
は
「
言
は
く
」、
歌
で
は
「
歌
に
（
あ
る
い
は
「
歌
ひ
て
」）

曰
は
く
」
と
い
う
定
型
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
型
表
現
が
あ
る
か
ら
、
表
記
様
式
上
の
区
別
を
し
な
く
て
も
済
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
が
。

　

土
左
日
記
は
、
会
話
文
と
同
様
に
、
歌
の
引
用
に
関
し
て
も
、
表
現
形
式
に
し
ろ
、
表
記
様
式
に
し
ろ
、
古
事
記
と
伊
勢
物
語
の
中
間
的
あ
る
い
は
過
渡
的

な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
引
用
の
表
記
様
式
と
し
て
は
、
漢
字
と
仮
名
と
い
う
違
い
は
あ
れ
、
古
事
記
に
近
く
、
歌
の
直
前
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る

と
い
う
点
に
の
み
、
地
の
文
と
引
用
歌
と
の
区
別
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
表
記
様
式
で
あ
り
な
が
ら
も
、
表
現
形
式
と
し
て
は
、
古
事
記
の
よ
う
な
ワ
ン

パ
タ
ー
ン
の
引
用
表
示
で
は
な
く
な
り
、
ま
た
直
後
に
、
歌
を
「
と
」
と
い
う
助
詞
で
受
け
る
形
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
伊
勢
物
語
の
ほ
う
に
近
い
。

こ
の
よ
う
に
、
表
現
形
式
と
表
記
様
式
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
点
に
お
い
て
、
土
左
日
記
は
、
古
事
記
や
伊
勢
物
語
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
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以
上
の
こ
と
を
、
古
代
散
文
に
お
け
る
歌
の
引
用
の
歴
史
的
な
変
化
と
し
て
捉
え
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
表
記
様
式
の
劇
的
と
も
言
え
る
変
化
（
漢
字
か
ら

仮
名
、
連
続
表
記
か
ら
改
行
表
記
な
ど
）
に
と
も
な
い
、
表
現
形
式
も
定
型
的
な
引
用
表
示
か
ら
、
し
だ
い
に
、
そ
の
表
示
性
の
薄
い
、
多
様
で
、
か
つ
密
接

な
地
の
文
と
の
関
係
に
変
化
し
た
と
い
え
る
。
引
用
表
示
性
が
希
薄
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
だ
け
、
地
の
文
と
引
用
文
と
の
区
別
を
渾
然
と
し
た
も

の
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
歌
を
中
心
と
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
の
価
値
の
下
落
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
の
文
の
ほ

う
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
和
文
の
文
章
に
お
け
る
、
地
の
文
の
強
化
、
あ
る
い
は
成
熟
化
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

本
論
冒
頭
に
、
土
左
日
記
に
お
け
る
引
用
を
取
り
上
げ
る
理
由
（
目
的
）
を
三
つ
掲
げ
た
が
、
本
論
は
そ
の
基
礎
と
な
る
記
述
・
整
理
を
と
お
し
て
、
い
く

つ
か
の
特
徴
を
指
摘
し
、
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
述
べ
た
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
ら
の
明
快
な
解
答
を
導
く
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
す
べ
て
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

　


